
Title 生産力の発展と資本制生産の「内的諸矛盾の開展」 :
『資本論』第三部第三篇第十五章をめぐって

Sub Title The internal contradictions of capitalist production : K. Marx's treatment in "Das Kapital", vol. III,
chap. XV

Author 井村, 喜代子
Publisher 慶應義塾経済学会

Publication year 1962
Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.55, No.4 (1962. 4) ,p.321(1)- 363(43) 

JaLC DOI 10.14991/001.19620401-0001
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19620401-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


生
産
力
の
楽
展
と
資
本
制
生
産
の

「

内
的
諸
矛
盾
の
開
展

」
——

『

資
本
論』

第
三
部
第
三
篇
第
十
五
章
を
め
ぐ
っ
て

井

村

宣

代

子

は
し
が
き

序
節
第
十
五
章
に
お
け
る
不
明
確
な
問
題
点

第
一
節
第
十
五
章
の
主
題
の
把
え
方
㈠ 

/
.

—
-

第
十
五
章
の
主
題
と
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
問
題
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て一

I 

第
二
節

.
第
十
五
章
の
主
題
の
把
え
方
㈡

第
十
五
章
の
分
析
の
検
討

-

む

す

び
 

•

はしがき

.

『

資
本
論』

第
三
部
第
三
篇「

利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則」

は
、
第
一
部
第
七
篇「

資
本
O'

蓄
積
過
程」

、
第
二
部
第
三
篇「

社
会
的
総
資 

本
の
再
生
産
と
流
通」

と
な
ら
ん
で
、
資
本
制
的
再
生
産
の
運
動
を
分
析
し
た
き
わ
め
て
重
要
な
筒
所
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ 

ら
の
寬
義
と
論
理
的
段
階
と
を
明
確
に
し
、

そ
れ
ら
を
資
本
蓄
積
論
•

恐
慌
論
に
お
い
て
.

、

正
し
く
位
置
づ
け
る
と
い
ぅ
こ
と
は
、

資
本
蓄
積 

生
産
力
の
発
展
と
資
本
制
坐
産
の「

内
的
諸
矛
盾
の
開
展J
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恐
慌
論
に
'

お
け
.

る
童
要
な
課
題
と
い
わ
ね
ば
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従
来
わ
：が
国̂

も
、
山
田
；盛
太
郎
氏
や
名
摩“『

再
生
靈
程
表
式
分
浙
序
説

』

が
デ
之
れ
ら
諸
篇
に
も
：と
づ
.

，
い

て

、

廣

生

產

論

：
の

構

成

」

を 

た
ズ
ち
' t
t

た
0 :
^

は
じ
あ
ネ
し
て>

-7
;

恐
慌
論
以
体
系
化
を
志
向
す
る
入
々
は
、
何
ら
か
の
形
で
、
こ
れ
ら
各
篇
の

::
1

;

義
の
検
討
と
、
■こ
れ
ら
の
位 

匱

づ

：
け

を

試

み

て

.

き
た
と
い
ぅ
こ
と
が
で
き
ょ
ぅ
。

.

し
か
し
.

な
が
ら
、•
第
一
：一
一
部
第

U
1

篇
'

に
つ
1>

て
み
る
と
、.
各
章
の
主
題
も
：
資
本
蓄
積
論
:*

恐
慌
論
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
位
&

づ
け
も
、
今
な
お

決
し
て
明
ら
か
，に
林
な
づ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
0

と
く
に
、
第
ー
ー
蓮
第
十
五
章「

法
則
の
内
的
諸
矛
盾
の
開
展」

.

は
、
.

「

生
産
の
条
件
と
実
現

.

.
'
.
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一

一
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'
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-
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.
.
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.
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-

の
条
件
と
の
対
立j

、
..
'「

資
本
価
値
の
破
壊
S

-「

賢
*'

の
絶
対
的
過
剰」

等
、
き
わ
め
で
重
要
な
諸
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
に
も 

か
か
わ
ら
ず
、.
ど
：の
第
十
五
章
を
つ

ら
ぬ
い

て
い」

る
- ^

題
は
何

か
、

ま
た
そ
れ
は
：第
十
三
.

•

四
章
で
：説
明
さ
れ
た
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
法
則
と 

の
関
連
で
い
か
'

g

把
え
る
べ
き
か
"

な
ぜ
そ
.

れ

は
:-
1

法
則
の
内
的
諸
矛
盾
の
開
展J

:

と
ょ
ば
れ
る
，の
.

か
、

等
に
つ
い
て
、
な
お
多
く
の
問
題

が
残
さ
れ
て
い
る
現
状
.

で
あ
.

る
。

.

. 

い
.

ニ

'：，
.

.

.

.

.

.
 

.

，
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• 

•
•

そ
れ
は
、『

資
本
論』

：第
三
部
第
三
篇
の
対
象̂
-

す
る
問
題
自
体
の
む
ず
か
し
さ
に
ょ
る
も
の
で
兔
あ
る
が
、.

そ
れ
ば
：か
り
で
は
な
く
、
.第
三

.

.

.

.

.

.

.

篇
が
未
完
の
草
稿
で
、
各
章
.

の
構
成
や
各
章
内
部̂

論
理
構
成
に
種
；々
の
難
点
が
あ
.

る
た
め
、:

そ
©

理
解
が
き
：わ
め
て
困
難
で
.あ
る
か
ら
で
あ

る
。

:

.

:

.
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■

-

-
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.
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.

本
稿
は
、
i

:

の
研
究
が
、へ
，

『

養
本
論̂

に
お
け
省
構
成
上
の
.

難
点
と
問
題
：め
不
明
確
ざ
を
充
分
検
討
、

^

 

第
十
五
章 

が
曖
昧
I

で
.「

利
輩
の
傾
向
的
I

■

，
と

関

連

づ

け

ら

第
十
五
章
に
残
さ
れ
て
い
る
問
題
点
を
整
理
1.

、！
第
十
.

五
章
の
'

主
題
.

の
把
あ
方
を
検
討
し
て
み
ょ
ぅ
.

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
の
考 

察
対
象
は
、.(『

_

論』

;.

に
お
げ
4

不
明
確
か
問
題
廣̂

整
ー
理
わ
.

、ぐ「

生
產
の
条
件
と
実
現
.

の
.

条
件
と
の
対
立」

S

T

「

荚
現」

：
の
問
題
と
略
す)

 

等
：•
第
十
五
章
の
問
題
を
研
究
し
て
い
く
場
合
の
分
析
視
角
を
.

明
ら
.

か
に
す
る
.

と
い
う
点
に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、「

実
現」

.

の
問
題
、「

資
本
面
値

.

の
'

波
壊

」

へ.
の
問
題
"

「

資
本
の
絶
対
的
過
剰

』

の
問
題
等
の
ぐ
わ
し
：い

爵

.

や
、
'

資
本
蓄
積
論
、
恐

篾

i
;

に
お
け
る
そ
れ
ら
の
位
置
づ
け
は
、

次

の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
ず
る
。
後
に
ふ
れ
る
ご
と
<;

こ
：の
第
十
3:

:
:
:奪
は
.

、
生
辑
’

流
通
の
.全
過
程
を
ふ
く
む
産
業
資
本
の
運
動
に
か
ん
す
る

-
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分
析
の
最
熒
の
総
括
的
齡
匱
を
し
め
てi

る
の
•

で
あ
る
か
ら
、
散
十
五
章
の
諸
問
題
の
く
わ
し
い
検
討
や
、
そ
れ
ら
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す 

る
た
め
に
は
、■'
資

本

蓄

積

：
：
恐

慌

.

に
.

か
：ん.す
る
.『

資
本
論
勝
.

め
ず
べ
て〈

の
分
析
を
検
討
兮
厲
こ
：と
：が
不
可
欠
で
あ
っ
て
、

こ
の
仕
事
は
"

第
一 

'

部
、
第
一
一
部
の
藷
問
題
の
分
析
の
：後
に
あ
ら
た
め
て
.
.と
々
あ
げ
る
：予
定
で
あ
る
。.

し
た
が
.

っ'
て
、.
未
稿
の
.

意
味
は
、：
：今
後
資
本
蓄
積
•
恐
慌
の
分 

析
を
は
じ
め
る
に
：あ
た
っ
：：て
の1

:

つ
の
問
題
整
理
.

と
い
ぅ
点
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

■

;

:•

..

庙
節
第
十
五
章
に
お
け
る
不
明
確
な
問
題
点

『

資
本
論

』

箜
ー
ー
部
第
三
：篇
第
十
五
章
に
お
け

.

る
不
明
確
な
問
題
点
：の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
：め

.

に
"

ま
ず
第
岂
篤
の
構
成
を
簡
単
に
し
.め 

す
.と
つ
ぎ
の
と

(

お
：り
で

.

あ
る
，

.：

ん

ぐ
 

■'
“

;■
: •
:■
'•
;

.

i

s

「

利
潤
率
の
«

向
的
低
落
の
法
則」

は
、'
第
十
三
章
.

：.「

法
則
そ
の
も
の」

.

、.
.

第
十
囵
章
-「

反
对
に
作
用
す
る
諸
原
因
1_
'
.

，'
第

十

：五

^

「

法 

則
の
内
的
諸
矛
盾̂

開
展J

 

'

か
ら
な
り
ー
た
っ
ー
て
い
.

る
？
：
'

'

•

,

:

'

:

〈

.

:■

へ
;■: 

' 

ま
ず
、
第
十
三
章
は
、
資
本
制
生
産
の
発
展
過
程̂

お
：M
V

.

、'
生
産
力
：の
：発
展
が
資
本
ぬ
有
機
的
構
成
の
®

度
化
を
通
じ
て
、ゝ
社
会
の
'投
下
総 

資
本
に
た
い
ず
る
剰
余
価
値
総
量
の
：比
率
と
U

て
の(

平
均
利
輩
を
低
下
さ
各
せ
る
こ
：と
を
説
明
し
た
後
..
:

'

:

な
の
刹
潤
率
の
低
落
に」

は
ノ
充
用
資
本 

量
の
増
大
::
'

'

(

資
本
蓄
.

積
>:に
ょ
る
利
潤
量
の
增
大
が
ミ
も
な
ぅ
と
と
を
明
ら
か̂

す
る
。

:

.
n>

づ
.

く
第
士
西
章
で
は
、，
こ
の
：平
均
利
潤
率
を
低
落
さ
せ
.

る
.

原
因
で
あ
る
生
産
办
の
発
展
が
，
他
面
で
.
.は
こ
'

の
：法
則
に
、：「

反
対
：に
作
用
す
る 

諸
原
因
1

:

を
ぅ
み
だ
す
年
ぢ
'

こ
：の
反
対
作
用
は
法
則
を
11
1

-

揚
'1
>

な
い
が
、
法
則
^,

傲
用
を
弱
め
、.
.

こ
办
：提
則
を

V
「

傾
向
と
v

v

:

o

:

:み
：作
用
す 

r

j

,

と
こ
ろ
の
^

利
潤
率
の
傾
向
砂
低
落
の
法
則
ド
と
す
る
こ
と
を̂

め̂

て
い̂
)
'

。̂

^'

、
第
十
三
‘

十
四
(0
.

両
章
は
、
.「

利
潤
率
の
傾
向
的 

生
産
力
の
発
展
と
樂
制
生
摩
の
’

「

内
的
諸
矛
盾
の
開
展j

.:

ン
-

:

ー-
:(

三
亡̂
^



低
落
の
法
則」

の
説
明
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
第
十
五
章
は
、

一
応「

法
則
の
内
的
諸
矛
盾
の
開
展」

と
題
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ぎ
わ
，め
：て
多
<:
.

の
.論

点

が

充 

.

.

分
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
に
：と
り
あ
げ
ら
：れ
て
お
り
，
構
成
上
-

~

~

第
十
妄
屏
内
部
の
論
理
構
成
に
'

お
い
：て
、：̂

ら
^

は
第
十
：五
章
と
第
十
ー̂
^
^
^
^
 ̂

.

章
と
の
構
成
上
'

の
：関
連
：に)

お
：い
：て
.

、':
-

'

.

-

-

不̂
明
確
な
点
が
少
な
く
な
.

い
：。：
す

兹

ち

第

十

五

章

に

は

、
第
十
三
：V

四
章
で
説
明
.さ
れ
た
有
機
的 

構
成
の
高
度
化
に
と
4'

な

ぅ

平

均

利

潤

率

の

傾

向

的

低

落

の

問

題

と

な

ら

ん

、で
、
，
：生
產

\

カ
：の

発
展
：

‘

資
本
蓄
積
の
増
大
過
程̂

お
い
て̂

遞
^
す 

る
問
題
，と
t

て
、

あ
ら
、た
.

に
へ
S

現」

.

の

問

題

、
、
：

「

資

本

価

値

の

破

缓

」
」

.

：の
：問

題

、
：

.：「

人

：
口

過

剰

の

'%
:

と
で
の
資
本
過
剰j

.
:

の
問
題
等
S

T

こ
れ
ら 

を
.

一
応
第
十
五
.

章
固
有
の
諸
問
題
と
略
す
る)

，
が

と

勺

あ

げ

ら

れ

て

.

い
；る

。
と
“」

ろ
が
そ
の
場
合
、.
第
十
三
'

>

四
章
の「

利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
法
則」 

の
説
明
か
ら
、
：「

実
現
,-
:

の
.

問
顧
等
•

第
十
五
章
固
有
の
.

諸
問
題
が
展
開
さ
れ
て
い
く
論
理
的
過
程
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
.

第
十
五
章
で
は
、
 

「

利
濶
率
：の
傾
向
的
低
落
法
則」

の
問
題
と
、「

豸
双」

の
問
題
等
•

第
十
五
章
固
有
の
諸
問
題
と
が
、
い
わ
ば
混
然
と
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に 

な
.

つ
て
.

い
，る
.

の
セ
あ
る
.

。；
そ
れ
ゆ
え
、
：「

実
現」
の
‘

問
題
等
が
、'
平
均
利
潤
率
の
傾
向
的
低
«

の
間
題
と
，
い
か
に

-

区
別

さ

：れ
る
.

べ
.

き
.

で
あ
る
の
か
、
 

ま
た
そ
れ
ら
は
い
か
な
る
論
理
的
関
連
を
も

、つ
て
い
る
の
か

、

と
い
ぅ
点
が
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ

る

。
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• 

. 

パ.
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'
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• 
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こ
の
と
と
は
、
第
十
五
章
内
部
の
叙
述
を
.不
明
確
な
も

の

と

し
、

そ
の
现
解
を
困
難
と
し

て

い

■る

大
き
な
原
因
で
あ

る

と

と

も

に

、

他
面
で 

は
、
第
三
篇
に
お
け

る

第
十
.

五
章
と
第
十
三
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T

四

章
ど

.の

構

成

上

.の

関

連

を

不

明

瞭

に

す

る

原

因

とも
な

つ

そ

い

る
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以

上
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の.
事

情

を

反

映

：し

て

、
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第

十

五

章

は

、

利

潤

率

の

：

.

傾
向
的
牴
落
.

の
「

法
則
'-
€

»

内
的
諸
矛
唐
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の
開
展」

.と
題
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
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そ
れ
が
い
が
な
る
意
味
で
そ
ぅ
い
わ
れ
る
の
か
は
明
ら
か
に
な
つ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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第
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篇
で
は
、
生
產
力
の
発
展
に
ょ
る
平
均
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
問
題
も
、
生
産
力
の
発
展
'
.資
本
蓄
積
の
発
展
過
程
で
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じ
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実
現
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問
題
t
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値
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も
、
と
も
に
、
共
通
し
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潤
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お
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と
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均
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潤
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落
の
問
題
と
、'「

実
現」

.

.，の
問

題

等.や
，「

実

現

：

」

：
困

難

等

の

も

と

で

の

利

潤

率

の

：急

落
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さ
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実
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の
問
題
等
.

第
十
五
章
固
有
の
諸
問
題
と
、「

利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
法
則」

(

第
十
三
'.
.

四
章)

と
の
関
連
が
不
明
確
で
あ
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と

い

う

右

に

指

摘

し

た

問

題

は

、
：
：
ょ

か

具

体

的

：に

み

る

と

、

0

ぎ
の
ょ
.

う
な
問
題
を
ふ
く
ん
セ
い
る
ァ
す
な
わ
ち
フ「

利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
法
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と
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関
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と
い
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場
合
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あ
る
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.

は
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法
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潤
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潤
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落
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落
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内
的
で
必
然
的
な
関
連
.

の
こ
と
■

で
あ
る」

と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
た
/'

し
、
第
十̂

章
で
は
、「

利
潤
率
め
累
進
的
低
落
の
法
則」

に
た
い
す
る
反
対
諸

| 5
(

向

に
- 4
:

っ
て
、

利

潤

率

の

低

落

が

「

傾

向

的

，
.

、
 

'

低
落
法
則」
と
な
る
こ
と
が
し
め
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，「

利
潤
率
の
減
少
お
ょ
び
絶
対
的
.

利
潤
分
量
の
同
時
的
増
加」

(

前
出)

と
い
う
法
則
：
.

::は
：：
：

利

潤

率

の

傾

向

的

低

落

.̂
:

絶
純
的
利
潤
分
暈
の
同
時
的
増
加
と
v>

龙
杈
容：

を̂

なすと

も
考
え
ら
れ
る
が
、-
第
十
四
章
で
も
、.
第
十
五
章
で
.

も
.X

利
潤
率
の
：傾
向
的
低
落
法
則」

の
内
容
規
定
は
.

必
ず
し
'

も
厳
密̂

あ

.た

え

ら

れ 

て
は
い
な
い
。

へ
そ
し
，
て
、

”

第

屮

五

：章

に
^

い
：
て.
は
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觀
產
カ
の
発̂
^

的
泜
落
に
蓄
積
量
：の
増
木
，•
，
利

潤

暈

め

增

大

が
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も
な
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お
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^
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&
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-
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る̂
:

い
う
の
か
、，,
あ
る
.

い
は
'ま

た

、

そ

れ

ら

が

平

均

利

潤

率

：の

低

落

に

利

潤

量

の

増

大

-

.

 

.

.

.

 

.

.

 

.

 

.

.

.

.

が
と
も
な
う
と
い
.

う過
'
#
——

い
：わ
ば
平
均
利
潤
率
の
低
落
過
程
に
お
い
て
生
じ
る
と
い
.

う
意
味
で
あ
る
の
か
、.
は̂

.

 

:

 

.

 

•

 

.

 

.

 

.

.

.

 

-

 

.

 

.

.

 

•

 

.

 

.

.

.

.

 

.

で
あ
る
：。

(

本

讀

ニ

節

参

照

)

'

:

.

こ
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い
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率
の
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少
お
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び
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の
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い
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利
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落
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そ
れ
自
体
が
直
接
、
資
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問
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第
十
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章
の
'問
題
が
き
わ
め
て
暧
昧
な
形
で
：：「

利
潤
率
の
傾
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的
低
落
法
則」

ど
関
連
づ
け

^-
.か
ノ「

法
則
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の
曖
昧
な

_
連
づ
け
、.へ「

法

則

0,
内
的
諸
矛
盾」

.

.：と
：い
5,
暧
昧
な
把
え
方
は
、

第
十
五
章
の

主
題
を
ふ
が
め
ち
い
く
研
究
方
向
を
不
明
確
な
も
：の
と
し
て
い
る
ど
思
好

■れ
る
。
ま
た
他
方
、
:.
;
恐
慌
論
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
お
い
て

.も
、
右
の

.

.

. 

. 

' 

. 

• 

- 

■ 

■ 

■ 

■ 

• 

- 

: 

.

•:
: 

.

.

. 

•
.
.
.
.
.
.
. 

.

.

よ
う
な
曖
昧
さ
は

-'
:
.平
均
利
潤
率
の
衝
向
时
低
落
の
問
題
ど
、
'「

実
現」

0.
問
題
等

:̂

•

 

.

.

.

 

-

 

.

 

.

.

 

. 

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

 

»

落

を

か
||
}

-
#>

が
資
本
蓄
積
の
增
進
、「

実
現」

0

問

題

，
矛

盾

の

深

化

、

.恐
慌
：に
積
極
的
な
役
割
を
演
ず
る
と
い

と
に
な
.
.
0た
も
の
.と

思

お

れ̂>
:

。
.
:
.
.
.
.
:

':
ー

... 

,.
 

■ 

- 

•

.

(

注
7)

：'
拙

稿「

ギ

ル

：
マ
：
ン

：

『

利

潤

率

の

：
低

落
』

を

：め
：ぐ0
て」

：：

(

|
1苗

学

会

雑

誌.5
5
:ニ
卷

：
ー
号
、
，
昭

和

三

四

年

>
の
3
参

.な

お
.'
経

済

理

論

学

会

第

二

回

大
 

舍

へ

昭

和

三

五

年

春

)

の
共
通
論
題
は「

利
潤
率
砠
下
法
則」

セ
あ
っ
た
が
、.
こ
：
の

歡

告

」

討

論

も.、
い
わ
ゆ
る「

法
則」

の
論
証
に
終
始
し
て
、
こ
の「

法
則」

.,
の
意
義
や
こ
の
/
法
則」

>
の
作
用
の
具
体
的
考
察
に
つ
い
て
は
全
く
換
討
さ
れ
な
か
っ
た
。(

経
済
理
論
学
会
編『

労
賃
と
利
潤
率』

参
照
。)

■ .
.
S
C
O
)

拙

稿「

恐
慌
論」

：(

遊
部
久
蔵
聆
編
著『

資
本
'^
研
究
史』

.第
二
章)

..
'第
一
：S

©
参
照
。

'

:

'

:■

(

注
9) 

. 

y J

の
点
を
と
く
に
対
.象
と

：
し

た

も.の
と
.し
て
は
、
,'
つ
ぎ
の
諸
稿
を
.あ
げ
る
こ
と
，が
で
き
る
。
富
塚
良
三
氏「

利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
と
恐
慌
の 

必
然
性
に
関
す
る
.
.一
：試

論

」

ス

商

学

論

集

ニ

1

ー
：卷

五

号

)

、
::
:
.

「

資
本
蓄
積
と
.：.『

利
姻
率
の
傾
向
的
低
#

1-
'.1
_ 

(

拯
済
評
論
、
昭
$
ー
ー
五
¥
六

月

-:
3
、

「
『

利
澗
率
の
傾
向 

'■
'■的
版
下
法
則』

と
恐
慌
の
必
然
性」

(

経
済
理
論
学
会
編『

労
賃
と
利
潤
率』)

。
藤
塚
知
義
氏「

恐
慌
論
体
系
：に
お
け
る
利
潤
率
低
下
法
則
の
意
義」

(

経
済
評
論
、
 

昭
和
三
一
：
年

十
.ニ
月
号)

。
'大
島
清
氏「

資
本
主
義
的
生
産
の
制
限
と
恐
慌」

(

久
留
間
.敗
造
教
授
還
曆
記
念
論
文
集『

経
済
学
の
諸
問
題』)

。
種
瀬
茂
氏「

『

一
般
伯 

.利
潤
率
.の
傾
向
^
低
下
.の
法
則』

'を
め
ぐ
っ
て 
一.(

—
橋
論
叢
、
昭
和
三
五
年
十
月
号)

:0
川
鍋
正
敏
氏

-,
恐
慌
把
撣
に
関
す
る
覚
え
書
I

『

資
本
論』

第
三
卷 

第
三
.篇
第
十
：五
章
を
め
ぐ
っ
て
I

J
 (

立
教
経
済
学
研
究
、
第
一
四
卷
第
四
号
、
昭
和
三
六
年)

,

■

■

ノ 

.

.

■

.右
の
諸
論
稿
は
、
'い
ず
れ
も
：「

利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
法
則」

と
第
十
S'
章
の
問
題
め
展
開
ど
の
関
連
に
つ
い
て
論
及
し
て
'^
る
労
作
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ 

.
f

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
知
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
お
.い
て
%

’
本
文
：で
指
摘
し
た
：諸
問
題
ほ
：な
お
明
ら
か
に
な

っ
て
は
い
な
い
と
：思
中
れ
る
。.

「

利
濶
率
の
頃
.向
^
低
落
法
肌」

.
と
の
関
連
.に
つ
い
て
は
、藤
塚
氏
以
外
の
.諸
氏
は
大
体
の
と
こ
^
、
⑴
利
渦
率
の
.傾
向
的
派
下
そ
れ
自
体
が
競
争
め
激
化
.
. 

集
中
を
i
じ
て
蓄
積
.を
促
し
、
.蓄
積
増
進
：に
：と
も
.な
う
第
十
五
.章
の
問
題

.
矛
盾
を
深
化
す
る
と
い
う
見
解
：(

本
稿
第
ー
節
参
照)

と
、
(2
)
利
潤
率
の
傾
向
的
低

程
に
お
.

.

^て
蓄
換
が
促
進
さ
れ
、
諸

麗
•

諸
矛
盾
が
栗
化
す
る
と
.

う

帘

皆

？

 

C
 

C
 

.

る
こ
と
は
紙
数
の
た
め
f

さ
れ
な
い
む
’本
稿
第 

ー1

 

換
討
の
余
地
が
t

と
思
わ
れ
る
。
諸
氏
の
論
稿
を
と
り
あ
げ

i

 

!

!

ぃ
て
の
疑
i

「

r

震

に

ぉ

！

な
-

藤

以
上
に
f

て

；一I

十
五
章
に
お
け
る
不
明
確
_

題

占

|理藝雾
でボれ
らす

ベ

て

を

分

析
•

解

明

す

る
こ
と

斤
M

 

J

 

き
た
こ
I

反
省
し
て
、
'

.

第

十

五

章

望

題

勝
f

明
ら

-
:へ
く

4

の
参
視
角
を
S

;

か
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
f

、
e

_

っ
て
本
稿
の
分析
 

第」

に
、
本
稿
で
は
、
第
十
五
章
の
主
題
の
把
え
方
を
検
討
す
る
に
と
ど
ま
り
、

_

い
な
い
？ 

- 

.

. \

 

. 

.

.'
■

^

.

. 

/ 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.
 

ノ
•.
...
 

.

 

'

考
察
の

I

、
第

十

|

主
題
の
把
え
方

I

か

f

こ

と

で

き

^̂

t

° r
s

s

の
問
題
に
夏
す
る
に
とどまり、

I

率
の
傾
向
的
低

落

篇」

そ
れ
自
体
の
く
わ
し
い

た
以
上
の
問
題
整
理
'か
ら
も
明
ら
か
な
ご

と

く

、

第
十
五
章
S

上
の
ご
と
き
不
明
確
さ

-が

残

っ

て

い
る
と
い
う
会

的
I

が

論

の

運
S

た
ぃ
し
て
い
か
な
る
諸
作
用
を
お
よ
ぼ
し
、
雲
の
運
動
過
程
I

,

い
T

具
体
的
に
I

業
循
環
の
過
程
に
お
い
て

?

つ
ら
ぬ
力
れ
る©

力
.

と
I

う
点
々
明
ら
力
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
豪
す
る
も
の
で
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
ハ
て
の
積 

極
的
な
結
論
塞
竽
る
に
は
い
た
っ
て
は
い
な
い
。

' 

:

.

.
'

•

-

グ
f

 

r

て
の
積

、

っ

と

も

こ

れ

は

『

資

本

論』
=

I

-

i

 

^

1

^

§

>

.

「

利
潤
率
の'傾
向
的
低
落
法
則」

に
つ
い
て
残 

さ
れ
て
I

る
重
要
な
問
題
と
い
.わ
ね
ば
な
ら
な
い

0

た

と

え

ズ

、
，
重

要

:̂
^

1

. 
,

-

^

1こ

^

C

、

f

こ
、

客

匕

V

J

 

.

.

-

重
要
广
生
産
.

(

諸)

部

爆

も

)

て

社

会

の

平

均

的

資

本

構

成

，
平

均

利

潤 

f

t

て
f

を
及
ほ
す
よ
う
な
顕
著
な
有
機
的
構
成
の
高
度
化
が
行
お
れ
I

合
、
そ
’

の
影
響
は
い
I

s

?:;

セ
i

v

 

. 

'
召
鹿
カ
の
発
展
と
資
本
制
生
産
の「

内
的
諸
矛
1
の
開
展」 

.

’

九

Q

三
九
}



社
会
の
平
均
利
潤
率
を
低
落
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、'
—

-

こ
.

の
点
.

は
、.
.

第
一一

ー
部
第
ー
芬
篇
第
十
章
の

)

平

均

利

顚

：の

形

成

i

生
産
価
格
の
形
成
h

自
体
が
、
い
か
な
る
競
争
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
'

行
わ
れ
る
.

め
か
と
い
う
問
題
と
関
連
し
て
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
M

要
な
点
で
あ
ろ
し
。
従

来
の
研
究
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
全
く
答
え
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
ま
た
、
総
価
値
ィ
コ
ー
ル
総
価
格
、
総
剰
余
価
値
ィ

n

l

ル
総
利
潤
•

と
簡
単
'

に
い
.

わ
れ
て
い
る
命
題
が
、
現
実
の
競
争
の
な
か
で
い
か
に
作
用
し
、
い
か
に
し
て
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
く
の
か
、
と
い

/

う
問
題
に
も
つ
ら
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

'
 

V
 

. 

_ 

.

ソ

)

し̂
^ :

た
：問
題
は
、

!'
-
'

へ
競#

の
も
と
で
の
生
産
カ
の
発
展

-

.:

資
灰
蓄
積
め
運
動
‘

を

土

り

先

体

的

に

研

究

じ

、

資

本

蓄

積

：の
運
^

^

産
業
循
環
と
い

う
形
態
を
と
っ
て
い
く
こ
と

を
究
明
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
は
じ
め
：て
明
ら
か
に
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
の
研
究
課
題

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
か
ん
し
て
問
題
を
残
し
て
い
る
こ
ど
は
、
本
稿
の
分
称
自
体
に
、
限
界
を
お
く
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
今
後
の
研
究
過
程
で
補
完
し
て
い
か
ね
ば
な̂

な
、い

と

考

え

て

い

る

。
：

(

注

10
>
 
.

富
塚
氏
は
、
'利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
法
則
の
作
用
や
そ
の
.

「

貫
徹」

fc
着
目
さ
れ
、

こ
の
法
則
.は
'
諸
商
品
の
.社
会
的
価
値
の
不
断
の
低
下
.：
：
.と
、
 

特
別
利
潤
'(

特
胤
剰
余
価
値)

わ
成
立
I*

消
滅
ふ
そ
め
対
極
に
お
け
^
^

 

て 

い
く
と
い
わ
れ
る
0

 

( 「

資
本
蓄
掰
と『

利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
ヒ
六|

一

一

頁)

し
か
し
*競
争
に
よ
る
生
産
力
の
発
展
の一

般
化
一
^

商
品
価
値
の
低
落
1

特
別
利 

潤
の
消
滅
と
い
y
富
塚
氏
の
説
明
だ
け
で
は
、
：特
別
利
潤
の
消
滅
は
明
ら
か
で
あ
.づ
て
も
、
こ
の
：過
程
で
な
ぜ
、.：
い
か
に
し
心
、
和
#i

^

 

.「

貫
徹』

さ
れ
る
の
.か
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
思
う
。
I

あ
る
生
産
諸
部
門
に
お
い
.て
>'
 

社
会
の
平
均
的
資
本
構
成
に
変
化
を
■及
ぼ
す
よ
う
な
顕
著
な
有
機 

的
構
成
の
高
度
化
が
行
，わ
れ
た
場
合
、
当
該
部
門
内
で
ヒ
の
生
産
^
の
発
展
が
普
及
し
て
い
く
の
に
对
応
し
て
特
別
利
潤
が
し
だ
い
に
消
滅
し
て
い
く
.こ
と
は 

分
る
'が
、
こ
の
場
合
当
該
部
門
の
利
潤
率
は
い
か
な
る
運
動
を
し
め
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
過
程
で
、
い
か
.
'
に
し
て
、
旧
い
平
均
利
潤
率
3
ち

。

か

£

か

利 

■渦
率
の
平
準
化
.-
新
し
ぃ
生
産
価
格
の
編
成
替
ぇ
が
生
じ
る
と
ぃ
ぅ
の
で
ぁ
ろ
‘ぅ
か
。
••
：
：
こ
0:
点
.は
、；
右
の
説
明
で
は
明
ら
が
に
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ

第

一

節
第
十
五
章
の
主
題
の
把
え
方

一 

• 

|

第
十
五
章
の
主
題
と
利
潤
苹
の
傾
向
的
俄
落
の
問
題
と
の
関
連
を
中
心
と
し
，て
|

:

.

序
説
で
指
摘
：し
た
ご
と
く
、『

資
本
論』

：
第
三
部
第
三
篇
第
十
：五
.

章
に
.

ゆ
、'
.

.生̂

R

©,

齋
M

.

に

と

も

な

’い

平

均

利

潤

率

が

傾

向

的

に

低

落

す

る

.
/ 

- 

....... 

.

.. .

 

.

.'V 

..

ン.

 

.
.

.
.

.
.

i. 

-
 

•
 

•. 

+
•
.

こ
と
そ
れ
自
体
の
指
摘
ど
、
こ
.

の
利
潤
率
■.

の
低
落
に
蓄
徵
量
<D
.

増
大
が
と
も
な
ぅ
と
い
ぅ
主
張
と
.

が
散
在
し
て
#

り
、'
.

こ

れ

ら

両

者

.の

指

摘

と

な

.

.

.

.

.

.
 •
•
 

/.
.
.

.

•. 

.

•

: 
■ 

• 
•

 ■

 

パ..
.'
..
..
.

,

. 

.

■

へ

P

0

.

ん
で
、一

T
.

1

見
し
- ^

と
亡
ろ
そ
め.

各
，々

と"

の
関
連
が
不
明
確
な
ま
ま

.

に

一̂

.

鹿
カ
発
展> .

.

資
本
蓄
積
め
過
程
：で
：

「

実
現

.

」

へ.

の
問
題
，

「
資 

本
価
値
の
破
壞

」

.

等
0

:

諸
問
題
が
：必
然
化
ず
る
こ
と
が
と

'

り
あ
げ
ら
れ
、

こ
れ
ら
，

$

酸
問
題
，が
利
潤
率

^

開
展j

と
b

わ
.

れ
て
V

る
の
で
あ
.

る
。

:;

そ
れ
ゆ
え
、''
第

十

五

章

の

主

題

の

設

宏

：を

'-
'

利
潤
率
©

傾
向
的
低
落
の
問
題
と
め
関
連
^

お
，い
'

て
検
討̂

る
た
め
ば
は
、：.
.

ま
ず
、
平
均
利
潤
率 

が
傾
向
的
に
低
落
す
る
こ
>

0

そ
れ
自
体
が
.

は
.

た
し
ヤ
'1
:

接
.

に
蓄
積
量
.

を
：増

大

す

る

作

用

を

.

も

っ

て̂
;

;る

め

で

お

る

が

，
：
：
.
、
.
平

均

利

潤

率

の

低

落

.
+
•
+
•
' 

.

.

.

.

.

.

.

入.
.
.
- 

-
: 

•
-

■

に

蓄

積

量

の

増

大

，
利

潤

量

.

の
増

_

と
;%

な
ぅ
と
い
ぅ
め
は
い
，
か
：な
る

.

諸

作

用.

に

よ
る
も'

の
'

で

あ

ろ

ぅ

か

…
…

と

い
*T

S

問

題

を

考

え

て

：み
る
必

要
が
あ

ろ

う。
：
-

;■ 

.
'■
'

」

./
:
'

,

;

'■
-■■
. 

. 

: 

' 

>
、
.
■
::
■

'
...
■
.
,:
一

.

•>
. 

..
 

. 

. 

. 
•
 

, 

• 

■ 

• 

.• 

. 

. 

S

 

.

.

.

.

本
節
は
、
で
れ
ら
の
問
題
の
考
察
を
通
1:
:

て
、;:
:

間
接
的
に

%

は
あ
る
が
，
第

十

：
.

五
章
.の

問

題

設

定

を

検

討

'1
>

て

み

よ

ぅ

と

す

：る

ぢ

の

：で

あ

る

。

:
■ 

.
 

.
 

..
 

.
 

,
 

..
 

.
 

:
 

■

ン

.

.

.

.
:
■ 

■
 

•

.

.

;

さ
.て
、
：.右

の

問

題

に
つ
い
て
ま
ず
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、.
.ハ
マ
ル
：
ダ
ス
自
身
が
い
生
：産
力
の
発
展
に
と
も
：な
ゲ
平
均
利
澗
率
の
低
落
か 

4

ざ

が

、

〉

I

資

本

黑
f

促

？

看

い

ぅ

見I

V

部
分
的

•

：
利

潤

率0

低

落

は

さ

ら

に

、
：へ
資
本

.

の
.

集
.

積

を

促

進
1.
:、
，
'
ま
社
ゾ 

.

ち

，の

収

奪
I

彼
等
が
ら
ま
だ
何
か
.

を

収

奪

：で

き

る

な

ら

ば

：

|

に
众
；っ
て
資
本
の
巢
中
を
促
進
す
る
。
か
よ
ぅ
に
し
て
他
面
で
は
ノ
蓄
積
が
. 

;

:

、
生
産
カ
の
発
展
と
資
本
制
生
産
の
.「

内
的
諸
矛
盾
の
開
展
'

」

：

. 

ニ
.

(

三
三
ナ)

'
:



■ 

, 

■ 

. 

■ 

.

■

-(

注
1)

.
：
■ 

. 

■ 

.
■'

分
量
的
に
促
進
さ
れ
る
、
と
い
づ
て
も
菩
積
率
は
利
潤
率
と
と
も
に
低
落
す
る
の
だ
が
。」

-

r

…
：

.

蓄

獱

に

：結

び

：
つ
い

'

て

い

る

利

潤

率

版

落

：は
：
必

隹

的

£:
攀

軟

を

ひ

:
:
:

会
.

の
：総
資

か
、
ハ

る

補
1:

条
牛
も
見
出
ざ
：ず
、：
そ
れ
を
こ
れ
が
.

ら
か
ち
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、.

か
く
し
て
利
潤
率
低
落
が
.

資
本
家
間
の
競
净
戦
を
.ひ

.

?
..(

注 
2

)

'

.

.

.

:

 

.

'

:

:

'/
'

:

.

へ
■
.

ン
 

■

■

一
 

き
お
：こ
す
の
：で
あ
つ
•

て
、
：：
そ
：の

逆

で

ほ

な

い

；

：

」

■

:
■

.

有
機
的
構
成
の
高
度
化
迄
と
.

本
众
5

利
潤
率
の
低
落
.

か
か
%'

か
が
*'

於
資
本
蓄
稹
を
促
進
ず
る
と(

い
う
右
の
へ
マ
ル
ク
ス
の
見
解
は
>:

従
来
の
論

者

に

お

い

，
てぼ
ほ
と
^-

ど
そ
の
ま
：ま
引
用
.

さ
れ
•

容
認
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

よ

.

う
に
、.
生
産
力
.

の
発
展
.に

よ

る

平

均

和

潤

率

の

傾

向

的

氐

落_
^

資

本

家

間

：の

競

争

の

激

化

，，
集

中

め

促

進

一

^

資

本

蓄

歡

の

增

進

一

^

資
本
蓄
積
增
進̂

と̂
-

な
う
っ
内
的
諸
矛
盾
ド
の
暹
展
、
と

'.い
う
理
猝
に
乜0

て
、
：

U

に

「

利
潤
率
の
傾
窮
低
落
法
則
卜
と
第
十
茧
章
と

^

結
び
つ
含.

^

-—
-

つ：)

:,
'

"

を
%

と
め
よ
う
と
.

す
る
傾
向
が
ニ
般

'

的
で
あ
っ
た
よ
5

に

思

わ

れ

る

。

し

た

が

；
っ

て

ま

C
'
.

恐
慌
分
析
に
.

お
い
一
て%-
'

、:-
刹

'

■

'

.

*

.

.

(

注 
4)

.

上

す

る

と

：
い
：う

形

：で
、

r
:

利

潤

率

の

傾

向

的

低

落

：が
i

定
の
位
置
を
.

し
め
る
こ
と
に
な
っ
て
：い
た
の
で
あ
る
？

」

>と
え
ば
、.
富

塚

良

三

氏

は

：
つ
ぎ

.©
よ
う
に
：い

知

「

資
本
の
蓄
稹
に
伴
う
資
本
媾
成
高
度
化
^
結

果

た

る

利

潤

率
©;
低
落
は
競
争
戦
を
.激

化

せ

し-&
て 

逆
に
前
者
を
促
進
レ
-パ
そ
れ
は
ま
た
利
潤
率
の
—-
膚
の
低
^
に
帰
結
ザ
る
。：
著
積
一
^
利
潤
率
め
低

—̂
^

競
净
戦
^

さ
ら
な
る
蓄
積
^
^
利
潤
率
ぃ
の
一
層
の 

.

低
下
_;

競
争
1&
の
澈
化
—
>
;0

か
く
し
て
、
原
因
が
結
果
'^
な
り
、
結
果
が
^
た
原
因
と
^
っ
て
作
斯
し
つ
つ
、
;.
自
己
増
殖
す
る
価
値
が
^̂

の
主
体
た
る
•

 

顚
倒
的
な
•
資
本
制
的
蓄
稹
と
生
鹰
の
自
己
運
動
的
で
加
速
度
的
か
彫
開
は
、
，そ
れ
自
ら
に
内
在
的
：な
諸
矛
患
を
：い
，わ
ば
過
程
の
背
後
に
激
化
せ
し
め
つ
つ
、
そ 

の
帰
結
だ
.る
諸
矛
盾
.の
綜
合
的
爆
発
で
あ
り
、
ま
た
暴
方
的
解
決
た
る
恐
慌
に
.む
か
っ
て
お
し
.と
ど
<め
が
'た
く
突
進
す
る
。…

：
.も
と
よ
り
、
資
本
構
成
の
高
度 

化
に
よ
る
利
潤
率
の
.領
向
的
低
下
が
そ
の
ま
ま
.た
だ
ち
に
、
恐
慌
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の『
通
常
利
潤
率』

.以
下
へ
の
1 -
利)

潤
率
の
強
い
突
然
の
低
落』

そ
れ
自

体
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
：
％
か
，
前
者
は
、：
後
者
に
不
.可
避
敗
に
靥
結
す
る
過
程
を
、
促
進
し
規
定
ず
る
の
で
あ
る
。」

(

傍
点
、
富
塚
氏)

.

:
 

.

.

•

 

■ 

■ 

• 

.

■

し
か
し
な
が
ら
、
有
機
的

構

成

の

'高

度
化

に

J:
:
る¥:
均
的
.

利
潤
率
の
低
落
は
、
反
対
諸
要
因
の
も
と
で「

傾
向
と
し
て
の
み
作
用
す
る
の
で
あ

り
、
そ
の
作
用
は
一
定
の
事
情
の
も
と
で
長
期
間
に
'

の
み
、
は
っ
き
り
現
わ
！？^

」

も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
.

か
か
.る

平

均

利

潤

率

の

低 

.

落
が
、
.

利
潤
率
の
低
落
を
利
潤
量
の
増
大
に
よ
っ
て
力
、、ハ
ー
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
形
で
直
接
個
々
：の
資
本
家
に
意
識
さ
れ
、
個
別
資
本
家
相
互 

,

の

競

争

を

激

化

し
:'
資

本
蓄

積
•

過
剰
生
產
を
促
谁
し
て
い
く
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
が
ろ
う
か
。
ま
た
、
資
本
は
後
に
；み
.

る)
j

と 

.

く
、
.

そ
.

の
本
性
上
つ
ね
に
最
大
限
の
価
値
#

殖
を
も
と
.

め
て
競
争
レ
て
い
.
.る
.

の
，で
あ
：

0
 

v
;-
r

:

m

均
利
潤
率
が
：「

長
期
間」

.
を
へ
だ
て
て
わ
ず
か
だ 

:

け
下
っ
た
か
ら
と
い
っ
、て
、'-
'

矶
_

$

の
卞
っ
'

た
時
点
の
方
が
資
本
家
間
の
競
争
が
よ
り
激
し
い
と
'

い
う
よ
う
な「

般
論
も
成
立
し
な
い
と
思
わ
れ 

:

一
る
。
‘(

こ
の
点
は
、_「

序
説」

の
最
後
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
平
均
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
が
い
か
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
く
の
か
を
よ
り
具
体
的
に
考
察
す 

る
こ
と
に
-J
:

.

っ
て
、
補
完
す
る
必
要
が
あ
る
が
。)

も
っ
と
も
、
平
均
利
潤
率
が
低
く
な
れ
ば
、
小
資
本
は
資
本
と
し
て
存
立
す
る
た
'

め
に
必
要
な
最
低
限
の
：利
潤
量
を
獲
得
す
る
た
め
に
も
生
産 

を
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
他
方
で
は
平
均
的
な
生
産
諸
条
件
以
下
の
劣
悪
小
資
本
が
競
争
に
た
え
う
る
可

^

性

が

よ

り

少

な

く

な

 

•

り
、
小
資
本
が
自
立
で
き
な
く
な
る
傾
向
が
強
ま
る
と
い
え
る
。
V.
.

J

の
か
ぎ
り
で
は
、.

平
均
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
に
よ
り
、
小
資
本
の
存
立
の 

た
め
の
競
争
が
強
め
ら
れ
、
大
資
本
に
よ
る
小
資
本
の
集
中
も
促
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
産
力
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
小
賢
本
間
の
競
争
が
激
化
し
，
大
資
本
に
よ
る
集
中
が
促
進
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い 

て
も
、
平
均
利
潤
率
の
低
落
そ
れ
自
体
の
作
用
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、.

こ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
つ
ぎ
に
み
る
ご
と
く
、
生
産
力
の

.
 

....
 

.

.

.

.

.

.

(

注 
7)

. 

I
 

■

発
展
に
と
も
な
い
.

.「

事
業
を
そ
の
標
準
的
諸
条
件
：の
も
と
で
営
む
に
必
要
な
f

r

L

賢
於
か
影
版
定
里
於
か
た
わ
か」

(

傍
点
.

マ
ル
ク
ス)

こ

と
に
 

よ
る
も
の
と
し
て
把
え
る
べ
き
問
題
：で
あ
る
。
.(

.『

資
本
論』

'第
： .

一
部
で
は
'

利
潤
率
範
轉
が
ま
だ
登
場
し
て
い
な
い
と
.

は
.

い
え
、.
小
資
本
の
自
立
性
の
輿
失
，
 

大
資
本
に
よ
る
集
中
の
問
題
は
.

一
貫
し
て
、，
こ

.
の
観
点
か
ら
扱
わ
れ
て
い
る
ー
し
、
ま
た
第
ー
ー

«

第
十
五
章
に
も
、

こ
の
肩
の
指
摘
は
一
一

、

ー

ー

ー

み

ら

^

^

08))

そ
れ
ゆ
え
、
平
均
利
潤
率
の
傾
询
的
低
落
そ
れ
自
体
が
直
接
競
争
の
激
化
を
通
じ
で
蓄
積
を
促
進
す
る
、と
い
う
作
用
：を
重
大
視
す
る
.こ
と
は
で

• 

• 

• 

- 

; 

.
.•
•

.

.

.

き
な
い
の
で
あ
.

っ
て
，
と
の
.

作
用
を
根
拠
と
し
て
？
利
_

率
の
傾
向
的
低
#

I

Y

蓄
積
の
増
進
十
五
章
の
諸
問
題

•

諸
矛
盾
の
深
化
、
と 

.

生
産
力
の
発
展
と
資
本
制
生
産
の「

内
的
諸
矛
盾
.

の
：開
展」

-
 

>

:

'

,



四
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-
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■ 
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-
.
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： 
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.

い
う
ふ
う
に
主
張
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
み
て
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、：
右

.の
ご
と
き
見
解
を
と
る
こ
と
.は
、

マ
ルク
ス

解
釈
と
し
.て
も
問
題
が
あ
ろ
^

。
.右
に
み
た

.マ
ル
ク
ス
'の
主
張
は
第
十
五
章
に 

:
部
分
的
；.に
み
.ら
れ

4
も
の

.に
す
ぎ
众
い
の

..で
あ

.っ
て

、

第

ー

ー

ー

部

箜

ー

ー

篇

全

体

め

分

析

の

基

調

を

検

討

％

ン

さ

ら

^
は

.

『

資
本
論』

、全
体
に
お
け
る

• 

♦ 

. 

. 

. 

. 

..r 

. 

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

諸
分
析
を
考
え
あ
わ
：せ
る
な
ち
ぼ
、
,-
'

:

;平
均
利
潤
率
の
低
落
に
蓄
積
暈
の
增
大 
>

 

利

潤

暈

の

：増
汰
が
と
へ
も
：な

う

と

い

う

命

題

、

さ

ら

に

.
こ

の

命

題

と 

.

.第
十
五
.

章
の
問
題
と
.
.の
関
連
は
、
あ
く
ま
で
も
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
を
;%

た
ら
す
根
源
で
：あ
る
生
產
か
0

発
展
過
程
そ
の
：も
の
の
な
か
で
把
え

.る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。：:'
--
:
:
'
:
.
:
:
: 

V 

" 

•

;

■

. 

• 

. 

•:
 

.
 

.

•

S

1)
『

資
本
論』

.

第
三
部
三
五
-

:

i

l

頁
。一.

• 

. 

,

•: 

へ

〈

• '
.

.

:
(

注

2)

：
同
右
' 
三
七

1
頁
;;
,
,
:
'
へ
' 

.
' 

^

(

注
3

)

-

序
説
注
9

で
あ
げ
た
諸
論
稿
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
'

 

注
：
I

V

 

2

の
ず
ル
ク
ス
の
見
解
が
'

そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
大
島
清
氏
は
前 

掲
論
稿
の
冒
頭
で
、
隹

-

^

引

用

し

た

マ

ル

ク

ス

の

主

張

を

^

そ
の
前
後
の
部
分
を
ふ
ぐ
め
て
丫
引
用
し
ッ̂

賢
本
办
蓄
積
が
す
す
む
と
、:

そ
九
が
，資
本
構
成
を 

.

高
め
る
か
ぎ
巾
に
お
い
て
利
潤
率
を
眩
落
さ
：せ
る
。
と
こ
ろ
'が
'

こ
：

の
.，

反
面
、パ
利
潤
率
が
低
篇
す
れ
ば
.

そ
れ
は
廣
本
の
集
積
を
う
な
が
し
、
ま
.た

.^
資
本
家
や
独 

立
的
生
產
眷
の
収
奪
に
よ
る
資
本
の
集
中
.

を
促
進
レ
、こ
の
よ
う
に
し
て
さ
ら
：に
、
資
本
の
蓄
積
が
す
す
む
,0
:

資
本
蓄
積
と
利
潤
率
と
は
、

一
般
的
に
は
こ
.の 

.

.

.

.

.

.

.
よ

う

な

関
係
に
る
が

.J

と
.い
わ
れ
る
へ
前
掲
論
稿
1
£,
六
11
.
:

)

。

.

1

良
三
氏
も
、
.つ
ぎ
.の
：よ

う

に'い
わ
れ
る
。「

資
本
構
成
の
高
度
.化
に
伴
う
利
潤
率
の
低
落
は
：、

労
働
時
間
の
延
長
お
よ
び
労
働
の
強
化
に
よ
る
搾
取
度 

.の
増
大
、.
な

ら

ぴ

：
に

労

働

カ

の

.価
値
以
下
へ
0
賃
金
庄
下
を
誘
発
し
て
資
本
と
..労
働
と
.の
階
級
的
対
立
を
直
接
に
激
化
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
他
方
に
お
け
る 

か
か
る
阻
止
要
因
の
作
用
に
も
か
か
：わ
.ら
ず
傾
向
的
に
貫
く
法
則
と
し
て
^'
用
す
る
社
会
に
お
げ
る
資
.本
総
体
に
と
0
て
の

.

(

従

っ

て

ま

た

そ

の

平

均

可

，除

部

分 

匕

と

づ

で

の

)
：

利

潤

率

の

，低

落

：を

.お
の
れ
.に
と
0'
亡
の
利
潤
量
の
増
太
.に
よ
々
て
ヵ
バ
ー
し
よ
う
と
す
る
個
別
資
本
相
互
間
の
.競
争

を

激

化

：
せ
.し
め
、
員
ポ
に 

:.
.よ
る
資
本
の
.収
奪
と
し
：て
の
資
本
集
中
令
促
進
.レ

.

(

信
用
は
.ご
れ
.を
助
長
す
.る)
、

.そ
れ
は
ま
た
：一
層
の
蓄
積
と
資
本
構
成
.の
高
度
化
に
導
く
。
あ
た
か
も
重
力 

.
の
法
則
の
よ
う
に
不
断
に
作
用
す
.る
利
潤
率
め
傾
向
的
低
下
の
法
則
は
資
本
を
脅
咸
ル
て
，
で
き
.る
だ
け
多
く
の
利
潤
の
獲
得
と
、
蓄
積
と
生
産
の
盲
目
的
展 

開

を

す

る

」
( 「『

利

潤

率

の

傾&

低
下
法
則』

と
恐
慌
の
必
然
性」

前
出
ノ
ー 
六
四
頁
、
傍
点
富
塚
氏)

？ 

：

.

,

. 

<
注

4)

.
大
鳥
淸
氏
は
つ
ぎ
の
よ
^
順
に
い
わ
れ
る
。
、
資
本
主
義
的
嚴
の
発
展
に
あ
た
っ
て
パ
^
れ
を
チ
ラ
ッ
ク
し
ぺ
か
つ
脅
威
す
る
制
限
丨
利
潤
率
の
低
落 

.

を
前
に
し
て
諸
資
本
間
の
競
爭
.は
一
層
は
げ
し
く
な
る
。
大
資
本
，は
利
潤
率
.の
低
落
を
利
潤
量
：の
増
大
に
よ
つ
.て
：カ
ヴ
ア~

し
、
そ
の
損
失
と
打
擊
を
最
小
限

,
:
:ち

と

ど

.
冷

よ

う

と

努

力

し

 > 

あ
る
程
鹿
ま
で
は
そ
れ
を
実
現
し
う
る
が
•、
中
小
資
本
は|

般
に
ぞ
.の
よ
う
な
損
失
回
避
め
条
件
を
も

っ

，
て

い

な

い

。
：.
よ

り
一

層
 

ノ
.林
げ
し
い
競
净
に
よ
っ
て
こ
の
苦
境
を
f

ぬ
け
よ
う
と
す
る
I

、

こ
れ
は
必
然
的
に
労
賃
を
.—*
時
的
に
、つ

り

き

、
：そ
れ
は
.さ
ら
に|

時
的
な
隠
率
の

. 

低
落
を
ひ
含
お
こ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
前
述
め
、
資
沐

^
商
品
の
過
剰
生
產
，

ー
層
大
な
る
規
模
：で
ひ
き
お
こ
す
ほ
か
は
な
.い
。」(

前
掲
書

、
二

八

六

S
 

ま
た
ド
ッ
ブ
は
、：「

マ
ル
ク
ス
が
、
：こ
の
利
潤
率
下
蕩
向
を
、
，
単
に
長
期
的
趟
勢
■

成
要
因
と
.容
 

.

.

.
横
ん
わ
っ
て
V

る〗

つ
の
重
要
な
康
因
と
' ^

な
し
て
，い
た
こ
と
、

つ
支
々
，
蓄
|

^
膨
：脹
め
避
§
^
結
局
^
贫
^

自̂
；己
撃
破
的
な
[¥
用
を
；お
よ
ぼ
し
、
そ
の 

.'::

■

不
可
避
f

退

行

を

余

儀

：な

べ

袁

る

_
本

的

：な

理

由

、

.：
と
.み

そ

K

い
た
こ
 ̂

と
い
う
。(『

政
治
経
済
学
と
資
本
主 

義』

岡
給
訳
、

K
0三
頁
：。)

も
っ
：f

ド
：ッ
ブ
は
利
歡
率
の
低
落
傾
向
と
恐
慌
と
が
密
接
な
関
速
を
も
つ
こ
と
は
く
わ
し
く
い
.う
ま
で
も
な
く

用
ら
か
で
あ 

る

(

5

.
ー
ニ
貢)

' :

と

'1
.て
、“
両
考
の
開
連
ー
に
.つ
：い

て

と.く
^
展
 ̂

■、

；

.

.

 

•/

注
5)

.
'一'嘉

氏

.

「
『

利

潤

率

の

傾

向

的

低

下

法

测

』

'
と

謹

の

■
必

然

を

 

•

<注
6)

『

資

本

論』

.第
三
.部11:B 
八

頁
■"
'

入 

：
'.
.

-

..
• 

:
'
.
:
;
:
.

い

:(

注 

7

)

同

右

、

第

1

部

九
.七

ニ
.1 :
:
。
：-.
:
:
ン

 
一;

.

.

■

 

.

 

:
'
;
.'v
'

. 

v (

注0
0
)
，

同
右
、.
第t

部
第
■
篇
参
m-
''
'°第
_

第
十
_

の
指
摘
は
、.；
同

右

、
.
第

三

璧

五

七

,

当

 ̂

-
v

さ

て

證

苟

第

三

韻

の

薩

を

検

时

し

て

み

る

と

、

平
均
利
潤
#
の

馨

に
は
蓄
■

©

増
大
‘利
潤
曼
の
增
大
が
と
も
な
う
と
い
う
命 

題
や
、

こ

' 5
叩
題
と
第
十
五
#
の
問
題
と
の
：関
連
を
理
解
す
る
に
は
、
'
な
に
よ
り

%'
ま
ず
利
潤
率
の
低
落
を
も
た
：ら
す
本
源
セ
あ
る
を

.
 

屢

程

そ

れ

自

体

を

く

わ

し

く

考

篆

む

て

み

な

け

れ

ば

な
ら

な

.
い

こ
.と
‘が
.明)

ら

か

で

あ

る

。(

以
下
の
考
察
ぱ
、
第
三
：篤
に
散
見
しv

い
る
諸
見
解

を
、
：8
本
論』

全
体
の
分
析
を
参
照
し
：か
が
ら
整
座
.,
.

補
邑
し
た
も
？

^:

る
。)

.

'
.: 

-

.

.

A

-

.

.

. 

'•
 

.
 

•
 

•
 

•
 

.

.

.

.

.

. 

-
 

• •

.

.

,

.

■ 

.
..
r

-

-

r

-
:
.
.

ン

.广

. 

'
-■■
.-
■ 

.

.

.;

.

.

 

.■: 

.

.

-

周
知
の
ご
'
^

V

-','.

:;'
ア
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
,'
資
本
制
社
会
に
お
け
る
生
産
力
め
発

I

—

は
、：
資
本
家
間
の
競
争
め

%-
と
で
、
'.
生
産
カ
と
資
本 

蓄
積
と
が
相
互
促
進
的
に
発
展
し
て
い
く
過
程

t

て

把

着

れ

5

互

い

：の
発
展
の
：可

能

性

を

作

り

.

だ
I

い

く

の

で

あ

ら

こ

：嘉

厫

参

可

能

性

は

、
無
制
,

の

刹

潤

雷

太

を

も

と

：
办
：る
.諸

資

本 

う
て
、
'

:

現

実

性

べ

：転

化

せ

し

.

め

ら

れ

：て
：い
：く
の
：
で

あ

る

。

,

''
ン

.

;

. :
■■

.

生
產
カ
の
-発
展
と
資
本
制
生
產
の「

内
的
諸
矛
盾
.の
.開
展」

；

：
.
ハ

：

_
ン

:

1

五

(

三
兰
五)



(
注

3-
-.1,: 『

賢
本
S

.

.
に
お
ハ
：て
.は
，：.
.

「

労
働
の
生
産
？

.パ「

：生
產
カ
；

」

'.「

^

0
の
生
產
カ」

：
.
.

「

生
産
諸
ガ：」

”，「

労
働

-^
社

会

的

生

産

諸

カ

ぃ

.と

い

う

諸

概

念

が

使 

”
'
:バ
用

き

れ

で

い1が
、.：そ
れ
ら
は
厳
密
^
驗

：さ
ー
れ
ズ
い
な
い
：、よ

う

に

 

ミ
べ
で
は 

総
じ
て
，
ぞ
れ
に
.よ
0
:
.
て
：ー'商

品

の

生

產

：に
：
社

会

的

に

：
必

耍

な

：労

働

時

間

が

短

縮

ぎ
 

V;
.
:
:.;
'
:^,
す

备

よ

う.

.

こ
：れ

が

：：

一

般

的

な

規 

，
定
^J

思
わ
れ
る
。
本
稿
，で
は
、
引
用
の
ほ
か
は
、
か
か
る
規
定
の
-4
.と
で
、「

生
産
力
の
発
展」

と
い
う
概
念
の
み
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
.0

す
な
：わ
ち
、
ま
ず第
.
一
：に
"

生産
：

办の
発展
は、

「

蓄

お

よ

.

びど
れと
と

%

:

に
％
£

ら

れ

：る

資
本
め

 

一
物
質 

かf
l
:
_

 

W

し
て
亦
敝
と
な
る
。
:『

薩

論

』

_

-*

細
第
四
篇
お
よ
び
第
七
篇
に
お
け
石
資
本
制
的
生
產
様
式
め
：発
展
過
程
.

資
本
制
蓄
稹
の
発
：
 

爱
i'
.

程
'

の
分
析
で
強
調
ざ
れ
て
い
る
ご
と
べ
フ
労
働
の
生
産
力
：の
発
展
I

、
象
か
的
K

は
、
：
大
量
の
'労

働

力

の

分

割

,

結
合
、
多
数
の
労
働
手
段 

9.

合

理

的

：
，
有

機

的

結

合

、
庞

大

な

.

自

然

諸

九

：の

利

用

、
自

然

科

学

の

応

用

等

，庚

可

能

&

:1
>

:

て
：
い
ぐ»'
大
.

な
：
磁 

「

化
学
的
諸
装
置」

か
於
乾
？
藤
#

を
中
心
と
し
て
す
す
办
ら
れ
る
の
で
あ
り
"
し
た
が
づ
で
生
產
カ
の
発
展
は
一
般
に
：は
ま
ず
ま
す
大
量
の
固
定
資
本
の
投
下
を
必 

要
と
す
.

る

。
ー

爸

ら

に

ま

：
た

、

'

こ
6

太
う
な
生
產
規
模
め
拡
大
に
く̂

う
：る

ぬ

、
パ
労

#

の
生
產
カ
の
発
展
は
"

.

：

^

^

^

る
生
產
物
量
を
増
大
さ
せ
る
た
め
：、
生
産
工
程
.

を
遂
行
す
る
.
'た
め
に
必
要
な
原
料」

補
助
林
料
等
を
顔
著
に
増
大
し
、
必
要
流
動
資
本
量
を
も
増 

大
さ
せ
る
。
|

も
.

ち
5-

ん
、
.

マ
ル
；ク

ス

も

強

調

す

る

；ど

'

と
く
、"
他
方
で
.

は
生
産
力
の
発
展
に
よ
る
不
変
資
本
の
-

価
値
減
少
、：

右
の
ご
と
き
生
産 

手
段
の
集
積

•
_

大
量
的
充
用
か
ら
生
ず
る
不
変
資
本
の
節
約
、'
新
発
明
に
よ
る
.

固
定
設
備
の
節
約
、
等

.

：
%み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
•
長 

期
的
に
は
や
は
力
右
の
傾
向
が
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
.

う
に
し
：て
、
生
産
力
の
発
展
は
、
：各
生
産
諸
部
門
：に
お
い
て
標
準
的
な
生
産
諸
条
件
の
生
產
に
必
要
な
資
本
量
を
増
大
し
て
い
く
。
し

.
 

,
 

,
.
 

-
. 

-
 

•

■

•
-
-
•
•
•

V

た
が
っ
て
生
産
力
の
発
展
は
、
過
去
に
お
け
る
生
産
の
反
復
を
通
じ
て
の
剰
余
価
値
の
蓄
蔵
、
生
產
カ
の
発
展
を

-.
>

も
な
わ
な
い
蓄
積
に
’よ
る
資 

本
価
値
と
剰
余
価
値
生
連
の
.

増
大
、
あ
る
い
は
後
に
み
る
M.

資
本
の
集
中
等
、
資
和

9

大
量
的
集
•

積
を
そ
の「

基
礎」

.
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
く 

の
で
ぁ
づ
て
、
こ
の
意
味
で
は
、
平
均
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
.

を
も
た
ら
す
生
産
力
の
発
展
過
程
は
、
そ
れ
自
体
、
ま
さ
に
、
資
本
蓄
積
贵
の
増

大
に
ょ
る

利
潤
量
増
大
の
過
程
と
し
て
把
え
う
る
.

の

で

あ

る

。

(

注
10)

『

资
本
論』

第
三
部
三
ニ
0

頁
。

宣

生

産

力

の

発

展

は

、
以
上
め
ご
と
く
資
本
蓄
•

積
を
前
提
と
す
る
.

の
で
は
I

が
、.
他
客
は
資
本
蓄
積
を
発
展
^
^
^
^

■

み
だ
し
.

て
い
く
。：

■

.
.

.

'

..

' 

W

，第

一

に

'

『

''
^
本

論

』

第

，

一
.

■部

第

三

篇

.
•證

篇

で

く

わ

し

く

考

察

さ

れ

て

；ぃ

る

ご

と

べ

マ

.労

働

の

生

^
 

社

会

全

体
 

で

う

み

だ

さ

れ

る

剰

余

価

値

を

増

太

す

る

諸

傾

向

を

も

つ

.て

い

る

。

生

産

力

の

養

は

生

活

手

段

の

価

値

減

少

、

労

働

の

'単

純

化

、

婦

人

i

の 

労

働

力

化

に

ょ

る

労

働

力

の

価

値

分

割

I

导

、
I

力

の

価

値

を

減

少

し

々

剩

盡

的

傾

向

を

も

：
つ
て
い
る

‘

。
：'
:

ま
た
;

生
産
力
の
発
展
過
f

機
械
制
大
工
業
の
確
立
‘

.

発
^

^
 

労
働
強
度
の
増
大
を
可
能
に
す 

へ
る
と
と
-%

に
そ
れ
ら
を
強
..
^

し
、
剰
余
価
値
率
の
.

増
大
を
促
し
て
い
ぐ
。
へ

.
も
っ
と
も
、
.'

他
方
で
は
生
産
力
の
発
展
'

は
、
'
.資

本

の

有

機

的

構

成

の

：高

度

化

を

平

篇

潤

率

i

落

を
I

ら
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

： 

右

の

菊

余

偭

値

率

の

上

昇

：は

こ

の

低

落

作

甩

を

緩

和

す

)

■

力

な

作

用
t

た

し

、
.
，
含

 

.

さ
ら
火
ま
で
へ
こ
'

の
和̂

客
低
落
を
本
た
ら
す
原
因
で
あ
石
ニ
定
、の
資
本
量
の
^
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他
の
®

か
ら
み
れ
ば
、
ま 

さ
：に
：.
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I

一のI

を
機
能
さ
.

せ

隹

め

霍

要
I

働
力
裏
少
す
I

と
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一
 

部

労

働

馨
_

'L

、，
社
会
全
体
I

加
.資
本
形 

成％

た
め
に
労
猶
力
を
提
_

る
：こ
i

袅

■

隹

ぃ
，V
°

し
か̂

 ̂

従
来
S

業

の

追

加

投

資

に

ょ

づ

て

I

つ'

:

Q

き

雇

嚮

蜜

廣

合
■

ぞ
：け

ば> 

彥

期
'

間
は
相
対
的
過
剰
人
口
と
な
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
;

あ
る
：か
ら
、
こ
れ
は
社
会
全
体
の 

追
力
■

の
形
成
：に

た

ぃ

マ

し

て

葉

な

る

儘

寒

供

摩

る

嗓

靖
働
趣
：
^

 

f

書

V

嘉

、へ
，

j

れ

は

遺

着

力
■

離を促すこ黎。

>

囊

力

の

発

！

^

程
^

す

す

む

婦

女

子

：

-

未

成

年

：

.

の
労
働
力
.

化
、
独
立
小
唑
産
者
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ャ
化
は
、
か
か
る
傾
向
を
助
長
竹
奶
。

.

.

-

/ 

.生
産
カ
の
羹
と
資
第
制
生
泰

「

内
的
諸
矛
盾
の
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〉
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ザ
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.

,〉
し
/」
が
り
：ヤ
ノ̂

萤
カ
の
発
展
に
_

(

と
:%

な
う
種
.

^

の
混̂

.

.

動
揺
の
.

後
^

、」

社
会
全
^ :

で
同
'

一

(

数
の
労
働
力
が
雇
用
.

さ
れ
る
と
す
る
と
、
こ
の 

'

同
ナ
数
0:

労
1

如
丈
1

刖
よ
ゲ
ば
る
が
に
大
1:
'

の
資
本
を
機
能
さ
ぜ
::
'

剰

余

価

値

率

の

增
^

す
よ̂

v

に
な
る
の
で
あ
る
。し
か
も
、

「

賃
労
働
者
数
が
そ
の
相
対
的
減
少
に
も
拘
ら
ず
絶
対
的
に
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
制
生
産
様

t 

:

'

-

.

;

-
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.
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V
 

.

.

式

：の
要
求
に
：他

な

ら

知

い

。

」

.

.

:

v

w

.

0ぎ
に
:-
>

:

生
產
*

の
.

強
展
^

よ
.
.る
生
活
資
料
;;
.

享
楽
手
段
の
«

^

§

#

は
.

、:'-
.

資
本
家
:^
^

り
少
な
い
.

価
値
暈
に
.

よ
.

マ
て
、：
同

1

s

ま
■た
は 

よ
り
多
#

の
生̂

資
料
.

享
楽
手
段
を
支
配
す
る
こ
と
を
可
敝
に
し
、
し
た
が
っ
て
剰
余
価
値
•

利
潤
部
分
の
よ
り
大
な
る
比
率
を
資
本
ヒ
苒
転

.
:
: 

(

注

3̂
-

) 

、

■.
■
■ 

.

.■-

.

.
;
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:

fb

す
る
：
'

可
能
性
.

を
与
え
る
。

：

.

.
：

. 

：

'

■

.

.

.'

«

へ
，
さ

ち

之

ま

た

>

マ
坐
產
カ
の
堯
展
ぼ
、
べ

罾

#

.

を
增
P

L L

、
そ
れ
ら
の
--

個
当
り
価
値
を
低
下
さ
せ
る
こ
'

と
'

に
'

よ

ら

て

#

々

の

形

.で

資

本

価

値

，
の

^

殖
r

貢

献

す■
る
,0

.

原
料
•
半
製
品'.
:

労
働
：用
具
の
：価
値
減
少
は
、
.
.：'
同
：

1

■生
 

：

-

•
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.
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-

.

;

遊

離

し

：て
_

追
加
資
本
形
成
0

可
糧
を
与
涑
る
-

';
7

ツ

:

他

方

、
：.へ

と

れ

ら

生

産

手

段

の

分

量

め

潜

太

は

:'
1

^

さ̂

た

資

沐

：や
\:
'
'
;
.蓄
截
さ̂

灼
装
礎
を
提
供
す
る
。

)

_

本
が
指
揮
し
う
.

る
労
働
の
分
量
ば
-.
;

.

'
)

資
本
：の
©

^

^

衡
弃
す
る
の
〃
で
.

は
^

、/:
<

"

;

,資
本
を(

構
成
ず
る
原
料
や
補
助
材

. 

.
.
.
.
.
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.

.

料

，
機

械

や

固

定

資

本

諸

耍

素
：
‘

生
活
手
段
';
.

.

%

:

:

:

.

:
か

量

に

依

存

す

る
」

；
ニ'#
点
井
8

 

生
産
力
の
.

発
展
.

に
i

'も
な
う
こ
れ 

ら
の
：^
1:
'

0'
^

<

は
、
-'
.
'
.
:

「

追
加
労
働
し
た
が
っ
て
ま
た
追
加
剰
余
労
働
の
吸
収
、

し
た
が
っ
て
追
加
資
本
の
形
成
に
役
立
.

ち
う
る
物」

の
増
大
で 

:

.

あ
名
。へ
こ
3

U

:

て
生
産
力
.

の
：
菇

展

：
は

”

「
&

か
H

S

;
*'

賢
i

^

r.
-

つ
ま
り
奢̂
-

かi
奮
调
*k

の
諶
礎
を
、
形
成
す
る
。」

''
;
'(

傍
：点
井
村
>

:-

J

こ
れ
と
同
|§

に
，、

生

産

カ

：の
：発

展

，は
、

「

社

会

的

生

産

部

門

の

：多

様

ft
1

」

を

增

太

す.る
。

'

_

|

原

料
‘

半

製

品

.，
労

働

用

具

の

分

量

の

増

大

に

対 

ャ
し
せ
る
：こ

れ

ら

の

抓

.

エ
：の1«
種

化

，
，
.

多
撒
化
、
大
量
0

資
本
の
集
積
‘

集
中
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
重
化
学
エ
業
の
創
設
、
自
然
科
学

の
発
展
.

や
世
界
市
場
と
め
関
速
：か
ら
生
じ
る
新
し
い
欲
望
の
発
見
や
創
造
'

資
本
家
階
級
の
富
の
：增
大
に
対
応
せ
る
多
く
の
.

奢
侈
品
生
産
等——

■ 

.

.

(

よ

9
.) 

■
.

,

.

が
、i

れ
も
ま
た
、，
新
じ
い
資
I

下
の
部
面
を
I

U

衣

 ̂

生
産
. 

過
程
の「

廃
物
を
#

生
産
過
程
の
循
環
内
に
な
げ
返
す
：こ
と
を
教
，̂

^

く
1>

て
前
も
.

っ
，.
9

す

る

資

本

'投

下

な

し

に

紙

た

な

資

本

質

料

を

創

造

す

(
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徬
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こ
の
ほ
か
，
：生
産
力
の
.

発

展

そ

多

も

の

：が

ぅ

；み
：だ

す

も

の

で

.

は
®

い
し
、

第
三
部
第
一

1

1

篇
で
は
な
ぉ
宸
開
.

で

ぎ

な

：い
問
題
で

.

は
.

ぁ
.

る
が
.、 

生
産
力
の
発
展
過
程
で
す
す
む
、
：对
外
商
業
の
.

発
展
，
#'

用
制
度
の
拡
充
，
株
式
会
社
の
形
成
は
、' ;

資
本
蓄
稹
<0

増

進

，
生

産

ヵ

‘の

発

展

に

き

わ 

.

.

め
て
重
要
な
役
割
■

を
.は
た
す
も
の
で
あ
る
ノ 

.
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注
11
>
.

.

以
上
の
点
.に
^
い

ズ

は

、:拙
稿

：¥
マ
ー
ル
ク
ス
；
の

相

対

的

過

剰

人

ば

.論
に

か

：ん.す
る
.1:

考
察」

(

_
田

学

浍®

昭
和I

一
 1

五
年
四
月
号)

：
を

参

照

さ

；
れ

，だ

い
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.第
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部
三
入

,0
貢
。
.「

近
代
的
産
業
の
中
心
I

工
場
、:
マ
|
1ュ
フ
ァ
タ
チ
;,
-
ァ
場

::
鎔
鉱
所
、
:鉱
山
な
ど
：

——

で
は
、
労
働
者
が
時
に
は

一
民
撥
さ
れ
、
時
に
は
ま
た
大
產
的
に
吸
引
さ
れ
る
の
：で
4め
.：っ
て
、
.概
.し
て
云
え
，は
，

生
産
廉
摸
と
の
-比
率
■は
つ
本
に
遞
減
す
る
と
は
い
え
就
業
者
数
が
増
加 

す
る
。」
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右

、

第

一

.
部

九

九
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部
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五
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貢
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六
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労
働
の
生
産
諸
力
の
増
加
は
、
資
本
価
値
.の
追
加
的
投
：下
を
前
提
ん
な
い
.か
令
り
で
椋
、

办
る
.ほ
ど
一
次
的
に
は
生
産
物
.の

分

量

.を

増

加

さ

せ

る

だ
 

け
で
そ
の
価
値
を
壻
加
さ
せ
.な
い
'.
:
:。
だ
が
そ
れ
ゆ
、
同
時
に
、
新
：た
、な
資
本
質
料
を
、
づ
ま
り
'資
本
か
蓄
積
増
大
0
基
礎
を
、
形
成
す
る
。」
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、
生
産
部
門
の
：多
様
性
の
増
大
が
資
本
蓄
積
に
有
利
に
作
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す
る
こ
と
は
し
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し
ば
指
摘
さ
れ
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.い

る
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20)
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(

3)

以

上

の

'ご

と

く

、

生

産

力

の

発

展

ば

、

一

定

の

資

本

蓄

積

を

基

礎

と

す

る

と

と

も

に

、

他

面

で

は

資

本

蓄

積

を

促

す

諸

可

能

性

を

う

み
 

:
だ

沐

. ^
ぃ

-;
<
:め
,

あ

み

_

*

制

; «
な

; «
値

獲

顏

没-,
%

^

め

名
 

た

^ :
諸

資

本

間

の

；6
# '
は
い
'.
^

か

る

生

産

ヵ

ン 

と

資

本

蓄

稹

上

の

相

互

刺

戟

的

な

発

展

を

#
歡

•
撕

i

し

て

い

く

。

特
別
利
潤
に
た
も
す
る
海
望
は
、
諸
資
本
を
1>

て
生
產
カ
を
.

平

均

水

準

以

上

：に
氟
め
：る

競

争

に

が

り

た

：て
る

^

V

へ
他
方
で
は
一
：部
資
本
家
の
生 

'^
■

0

発
_

に

采
.;
0

:

'

、む
商
ロ|

の

市

場

生

産

価

骆

沙

標

準

啲

冰

嚴

贫

漸

次

的

：に

_

落

す

る

も

と

で
::
'

密

部
門
内
の
あ
ら
ゆ
る
資
本
家
に
強
制
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
生
産
力
の
発
展
は
、
商
品
市
場
の
競
争
に
.

い
き
蘇
：っ
て
い
く
た
め
の
，至
上
命
令
で 

あ
る
。
そ
し
て
生
産
力
発
展
の
一
般
化
と
と
も
に
特
別
利
澗
が
消
滅
し
て
い
く
が
、

つ
ね
に
最
大
限
の
利
潤
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
資
本
家
は
、

よ
，り
.

一，層
,0
:4

産
力
の
発
：展
に
よ
り
あ
ら
た
.

な
特
別
利
潤
を
*

得
し
よ
'

う

：と

し

，

あ

る

い

は

、

新

し

い

生

産

部

門

：へ

進

出

し

て

一

時

的

な

.高

利

潤 

を
将
よ
う
と
し
て
、へ
競
争
し
て
い
く
。

-

の
よ
う
な
扇
'#

に̂

る
、
；生
産
カ
の
発
展
の
刺
戟
--
.

強

制

は

、

い

う

ま

：で

'-
%

な
く
、
生
.

産
^

規
模
.

の
拡
大
',

資
本
蓄
積
を
強
要
し
て
い
X

.

こ

と

に

な

る

。
ニ

そ

れ

ゆ

え

：「

蓄

積

衝

動

」

：
：
は
，

「

資

本

制

的

生

産

に

と

づ

.

て
め

：
法

則

で

：あ

っ

て

^
^
^
生

産 

方
法
そ
の
も
の
.

に
お
け
る
絶
え
ざ
る
革
命
、
こ
れ
と
た
え
ず
結
び
つ
；い
て
い
る
a

存

資

本

の

，価

値

減

少

、

-

般
的
M

争
戦
、
お
よ
び
、単
に
滅
亡 

.

か
'

ら
免
れ
：て
存
続
ず
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
生
產
の
改
良
お
よ
び
そ
の
規
模
拡
張
の
必
要
、
.

に
よ
.
0

て
#-

え
ら
れ
た
%

:

の
で
驗
沾
ど̂
^

こ
の
過
程
で
、-
生
産
力
を
増
大
で
き
ぬ
小
資
本
は
競
争
；.に
敗
退
し
、
'-

競̂

 

あ
る
い
は
信 

用
制
度
を
通
じ
て
利
用
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
強
ま
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
大
資
本
に
よ
る
資
本
の
集
中
は
、
資
本
の
，集
積
と
あ
い
ま
っ
て
、
追
加 

資
本
.の
形
成
を
容
易
と
し
、，
生
産
規
模
の
拡
大
•

生
産
力
：の
.

一
層
の
発
展
を
可
能
に
し
.

て
い
く
有
力
な
.

基
礎
と
な
る
の
で
あ
.

る
。

こ
の
よ
う
に
、
無
制
限
の
価
値
増
殖
を
も
と
め
る
資
本
の
.
i

族

•

そ

の「
現
象」

た
る
競
'

争
が
.

、
す
で
に
み
た
諸
可
能
性
に
立
脚
し
て
、
 

生
産
力
の
発
展
‘
資
本
の
蓄
積
を
強
制
し
て
い
く
の
で
，あ
り
.、
こ
こ
に

「

蓄
積
め
た
.

め
の
蓄
積
、
.

生
産
の
た
.

め

の
^ ?
®」

と

い

う

資

本

主

義

固

有

の
f

限

的

な

発

展

諸

顧

向

が

：ぅ

み

光

さ

れ

て

い

く

の

，
で

1

C
こ
れ
こ
そ
、
，
マ
'
ル
タ

：

ス
が
寶
本
制
生
産
I

運
動
の
基
軸
と

u

s
調
し
た

も 

の
で
.あ
り
、

こ

義

へ

次

節

で

み

t

と
.

く
、：
生
産
諸

力
■

展

置

^

で
い
く
と
い
：ぅ
矛

^
の
根
顧
が
あ
る
の
で
あ
る

。

:
.
.
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C

も
づU
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以
上
の
展
開
に
つ
：い
：
て
は

.
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資
t
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.

I
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は
'

i

l

さ

れ

る

ょ

り

f

 

，
労
働
の
支
払
！

に
お
て
節

約

さ

れ

る

場

合

に

の

み

」

.

•

導
入
.

さ
れ
る
の
で
I

か

ら

、
.
鋳

金

労

働

題
も
あ
る
。.
ま
た
、
機
械
の
改
良
.

讓
旧
機
械
の
疆
的
磨
損
を
も
た
ら
す
か
ぎ
り
、
資
本
家
I

V

ざ
こ
の
|

避

け

廣
.

、「

警
戒」

翁

r

こ
の
競
争
と
は
v

l

l

が
|

内
在
的
諸
規

i

f l

議

 

i

l

p

i

l

r

t

,
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以
上
の
ご
.

|

.平
均
利
潤
率
の
低
落

•を
も
た
ら
す
生
産
力
の
発
展
過
程
は
、
諸

資

本

間

の

攀

の

強

制

の

か
と
で
、
生
産
力
の
発
展
と
資
本 

の
蓄
積
と
が
相
互
に
前
提
し
あ
い
•

相

互

指

進

し

あ

い

つ

つ

.発
展
し
て
い
.く
過
程
に
ほ
•
か
な
ら
な
か
っ
た
。

，
塗

索

発

展

：
は

孟

自

体

、
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す
る
諸
条
件
を̂
'

み

恕

し

龙

；い

ぐ

ズ

諸

要

揭

展

^'
%

_

余

偭

値

率0:
增

大
-'

へ

不

変

霍

価

値
'

の

増

大

、
：
_
.
;
対

外

商
 

量

欢

低

配
_

_

令
德
«

し
-'

そ
吃

咖

囊
_

«

本
蓄
積
杧
_

别
溆
作
§

を
は
_

^

-'
-
:
他

方

穿

：は
^

用
す
る
労
働
力
数
を
累
進
的
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
低
廉
な
労
働
カ
を
追
加
罾
ホ
形
双
，の
た
め
に
提
供
す
ゐ

1

上
.%

に
、
原

料•

ギ
M
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労

繁

具
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物
象
的
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あ.
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資
本
'

の
形
成
H

;t
t

値
増
殖
‘

Q

た
め
.
.の
基
盤
を
増
大
し
て
い
く
の
で
.

あ
っ
.

た
。.

こ
れ
ら
の
諸
要
素
は
、
競
争
の
も
と
で
刺
戟

r

強
制
さ
れ
る
生
産
力
.
. 

の
：発
»

'-
.
畫

«

模
め
_

大
箱
-

新

。

扒

生

產

諸

部

門

べ

0

遍
_

投
賓
1

お
：い：1
 

体
各
れ
、
：薩

全

体

ゆ

価
.«
_

發

：規
堠
'

を
_

大
:^

で
い
<:
;

'

の
：で̂

る
"

：
#

亙
に
前
提
し
あ
い
•

相

互

に

促

進

し

，あ
;?

て
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
へ」

そ
、
生
産
力
の
発
展
に
よ
る
利
潤
率
.の
低
落
に

は
、
充
用
資
本
量
の
増
大
に
よ
る
利
潤
量
の
增
大
が
と
も
な
う
こ
と
に
な
石
.

の
で
本
る
。

.
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事
実
^

ル
，ク
ス
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0

ぎ
.

の
i

:

う
に
い
方
。； J
利

潤

率

を

,

(

_

9

V

の
形
成
を
.

促
進
す
る

…
…

。」
「

一..
般
的
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
を
生
み
だ
す
の
と
同
じ
原
因
が
、
資
本
の
蓄
積
促
進
を
、
し
た
が
っ
て
資
本
の
取
：

(

注
30)

得
す
論
余
労
働
.(

剩
余
価
値
‘

猶

)

、
の

絕

对

量

ま

た

：は
総
量
の
ー
增
大
を
ぺ

*

^

し
た
が
っ
て
ま
た
、

マ
ル
ク
ス
は
、「

利
润
率
の
低
落
と
'#

積
の
促
進
と
は
、

両
者
が
生
産
力
の
発
展
'

を
表
現
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
同
じ
過
程

,
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現
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に
す
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な
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と
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あ
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く

，
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''
生

產
#
の
.発

展

過

程

：に
.お
：
い
ー
て
>
:
:平

均

利

環

の.低
落

を

緩

和

す

る

諸

作

用

と

''
資

本

蓄

積

の

増

大

の

可
 

能
性
を
う
み
だ
す
諸
作
用
と
は
、
き
わ
め
て
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
。

■

『

資
本
‘論』

で
ば
.第
三
篇
第
十
四
章
で
，「

反
対
に
作
用
す
る
諸
要
因」

：.が
平

：均

利

潤

率

の
.低
落
を
緩
和
す
る
と
■い
う
面」

か
ら
の
み
と
り
‘あ
.げ
ら
れ
■て
い
る 

..
'■
■
ギ

」
J

れ
ら
は
：い
ず
れ
ぢ
資
本
蓄
稹
の
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の
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f
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し
.め
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ぐ
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0
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今

-;
，
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^
^
^
^
^
^
^
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第
十
五
.
i

F̂J
g
節

「

補
遺」

.
の
終
ケ
で
ハ
へ
チ
ル
ク
ー
ネ
は
ハ
へ
ジ
ョ
丨
シ
ズ
が
利
^

^
の
^

^
に
ネ
拘
ち
ず
蓄
稹
の
誘
因
ぉ
^
び

可

能

&

め

瑨

加

す

る

こ

と
を
力
説
し
て
い
る
の
竹
正
し
い」

と
の
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
.
㈠
相
対
的
過
剰
人
口
の
増
大
，
㈡
同
一
：交
換
価
値
に
よ
っ
て

表
示
さ
れ
る
使
用
価
値
の
分 

量
の
'増
大
、
㈢
生
産
部
門
の
多
様
化
、
㈣
信
用
制
度
、
株
式
会
社
等
の
発
展
、
㈤
致
富
慾
の
増
大
、

㈥
固
定
員
ホ
の
ま

す

ま

す大
量
的
な
投
下
、
を
.あ
げ
て
い 

る
。C 『

資
本
論』

第
三
部
三
八
三
丨
四
頁
。)

以
上
の
説
明
で
は
、『

資
本
論』

第
三
部
第
十
、五
：章
の
論
理
：•段
階
で
は
展
開
さ
れ
ぬ
四
.を
の
ぞ
い
て
、

一
応
右
の
諸
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.点
は
説
明
し
た
つ
も
り
で
知
る
。
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本
節
に
お
け
る
以
上
の
■

考
察
，は
-'

第
十
五
'

章

の

問

麓

設

定

を

、
：
利

潤

率

；の

傾

向

的

低

落

の

問

題

と

の

関

連

に

お

い

て

考

え

る

う

え

に

_、

.

重
要
な
. 

示
唆
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
る
'0
... 

.

.

,

::
'
■

、
リ
ン

,
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.

す
な
わ
ち
、
す
で
に
指
摘
し
た̂

と
く
、.
.

第
十
五
.

章
に
.

お
，い
て
'

は
、
；：
生

産

力

の

発

展

に

よ

る

平

均

利

潤

率

の

傾

向

的

低

落

^

 

こ
の
. 

和
潤
率
の
低
落
に
蓄
積
量
の
増
大
•

利
潤
量
の
増
大
が
と
.

も
な
う
.

こa
j

に
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
：て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
-v

全
体
と
し
て
み
-a

 

ば
ぐ
，
平

均

利

潤

率

の

低

落

そ

れ

自

林

の

：作

用

が

五

章

固

有

の

諸

問

題

の

M

開
に
と
.

v

っ
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
ズ
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い 

と
®

わ
れ
る
。'

リ

力

ー

ド

が

利

潤

率

(

実
对
剰
余
価
値
率

)

. 

'の

低

落

を、'
-.
-

:

: 

土

地

の1

^

通

減

法

則

に

：起

因

す

る

も

.

の
，
と
み
な
ー
し
、

'

こ
、
の
刹
洞
率
の 

低
落
が
資
本
蓄
積
-#
-^

低
落
さ
せ
'

る
こ
.
.七
に
.

»

」

'

^

感
じ
：て
，い
.

る
の
に
対
も
て
ノ
マ
、ル
ク
ス
は
平
均
利
潤
率
の」

低
落
が
.

ー
：
面

は

生

産

の

制
 

限
.

で
あ
る
こ
と
を
：绑|
め
：た
ヶ
え
'

で
、：.：し
，か

を
..
/
'

こ
の
.

利
潤
率
：

Q

低
落
を
も
.

た
ら
ず
の
が
を
昏
か
か
知
4

で
あ
.

り
、

こ
：の

生

産

力

の

発

展

過

程

.が
ま 

さ
に
生
産
カ
と
資
本
蓄
積
.

と
6

発
展
過
程
^

ほ

か

な

；ら

な

い

以

；上

,

利

潤

率

の

傾

；

低

落

立

と

も

に

：、
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.
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.生
：產

カ

の

発

展

：

'

蓄

靈

里

：の
.增

太

は
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す

む

ど

い

う

：こ

お

を

強

調

;1
>

て

い

：
る
：も

；
の

起

資
木
蓄
掼
を
促
す
さ
ま
ざ
ま
の
傾
向
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

(

生
庫
力
の
向
上
と
資
本
蓄
積
と
の
関
係
に
か
ん
す
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以
上
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は
、
第
十
五
章
に
散
在
す
る
主
張
を
整
理
，
補
足
し
た
も
の
で
あ
る)
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こ
，の
こ
と
も
、
■マ
ル
ク
ス
の
主
眼
が
、
利
潤
率
の
填
向
的
低
落
を
も
た
ら
す
わ 

産

力

の

発

展

過

程

が

資

本

蓄

積
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進
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あ
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う
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れ
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と
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わ
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利
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率
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.
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資
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で
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な
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.
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落
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思
わ
れ
る
0

ッ
：':
パ
バ̂̂
 ̂

.

.

.

■

:

:

.
:■
■

■

■'

.
■

■
.

.

.■
■

■

:

'

/

.

:

'

■:
■:
-

.

.

:■

■

,

.

. 

:

■

'

.—

'

■

■.
■

.

.■

.'
''
'
..
.■
■

■■
'r
'

v

:

'

'

,
■

.
 

;

.

■■
'
•

』

I 

.

以

上

の

ょ

う

に

考

ぇ

て

く

：る

办

ら

ば

、
，
：
蓄

積

増

太

に

と

%

炎
う
第
十
芄
韋
：の
|

§

問
扉
の
：展
開
が
、；へ
平
均
利
潤
率
め
傾
向
的
低
落
か
か
か
か
に
直 

接
結
び̂

け

ら

れ

る

べ

き

も

ー

の

で

は

な

い

こ

と

が

明

ら

か

：で

あ

る

.0

ま

た

第

十

：五

章

の

諸

問

®

^

、

平

均

利

撋

率

の

版

落

に

蓄

積

量

の

増

大

•
利 

潤
量
の
増
大
が
：と
本
な
う
過
程
に
杈
い
七
生
じ
る̂

0

:

う
：だ
.
.け
.

で「

は
々
：
：
問

題

：の

因

果

関

係

 

づ
き
.

り
し
な
い
と
.

い
'わ
ね
ば
な 

ら
な
い
。
本
節
'

の
考
察
は
、
第
十
五
章
の
問
題
が
、
基
本
的
に
は
以
上
で
み
た
ご
と
き
が
§'

於
阶
£'
|

4

6

%'

卜
や
如
：4

か
卜
8'
4

私§>

か
於
,

 

せ
し
め
て
い
く
諸
傾
向
I

こ
れ
が
結
果
的
に
.

は

利

潤

率

の

低

落

と

利

潤

，量

.

の
増
大
を
も
た
ら
す
こ
1

と
に
な
る
の
.

で
：は
あ
る
が

I

と
.

^'

づ
.

T'

把
え
ら 

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
；推
定
：を
ゆ
る
す
も
の
と
由
心
わ
れ
る
'0

本
節
で
、'
生
產
力
の
発
展
•

資
本
蓄
積
の
発
展
過
程
に
つ
；い
.

て
.や
や
く
わ
し 

く
考
察
を
し
た
の
も
、
こ
の
考
察
が
：、,
第
十
五
章
の
.

問
題
0

分
析
の
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
ボ
.

.

..

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
推
定
は
、.
.

：.次
節
に
お
い
て
第
十
五
章
の
.

問
題
の
分
析
自
体
を
考
察
す
る
こ
'と

：：

に
，
ょ

っ

て

さ

ら

に

検

討

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

。 

ノ(

注
2?『

資

本

論

』

：
第

三

部

三

：
五

1

ー‘
.
1ー1
七

五

頁。
'
 

:
.

•

第

二

節

第

十

五

章

の

主

題

の

把

え

方
~)

—

^

第
十
五
章
の
分
析
の
検
討——

:

r

節
.に
お

レ

て
は

'1
.

;翻
潤
率
の
傾
向
的
低
落
に
蓄
積
量
の
增
* :

•
利
潤
量
' ^

増議
：：

屯
も
がg

ね
い
，ね
れ
を
過
程
の
考
察
を
通

し

て

、::
'
間

接

的
 

に
で
.

は
あ
.

る
ー
ガ
、
：第
'^

五
章
の
：.諸
麗
が
ノ
利
_

 

競
争
の
も
と
で 

-

生
產
カ
と
資
本
费
積
が
鉻
展
せ̂

め

ら

叔

て

：い

く

諸

傾

向

起

の

^

連
に
お
い
て
把
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
%

推
定
し
た
？

..

. :
:

:

力
4

:.
'

»

淀
の
正
当
性
は
、.
ノ

「

菜
現」

の
問
題
、「

資
本
価
値
の
破
■

:

,

:

の

間

麗

等

，
第

屮

：五

*

固
^

 

.

 

.

ば

、
：.き

わ

め

ー

て

明

白

名

ろ

ぅ

。

(

第

十
.

五
:»

の

叙

懂
'^
:

序

説

：避
_

^

 

第

十

五

章 

:

は

羽

潤

率

の

傾

向

的

低

落

-'
:「

法
則
o.

内
的
諸
矛
盾
の
開
展」

と
題
さ
；れ
.

て
か
る
の
:*

は
あ
る
が
、
か

を

さ

■

ぐ
っ.で

：：

み
：る
：と
、
、
第

十

五

章

.

 

.
:

の
諸
問
：題

：

‘

諸
矛
盾
は
す
：べ
て
、
実
は
、"
^

本
制
生
産
：に
扣
け
る
生
產̂

浪

增

：大

の

諸

条

件

と

対

立

.

.

：矛

盾
.1
>

、：

生
産
力
.

生

產

の

発

展
9

ぅ

え
.

に
制
限
：を
5

け
ざ
る
を
え
.

な
い
と
い
ぅ
問
題
.-
:

_

矛

盾

と

し

：て
3R

え
.ら

れ

て 

>>

る
こ
と
が
：理
解
さ
れ̂

5

0

..

ン'

,
:
:
: 

.

、
.'
.

.•

.

■

 

 ̂

へ

：-:
:
ひ 

ご
,
：

.
' 

^

 

ぃ
'
'
：
:
.
'
'

.■
■'
'
シ 

ま
ず
、.
第

十
.:
3

:

-章
.

の
：も

つ

ど

も

重

要

な

問

顧

の

一

つ

：
と

思

わ

れ

る

''
.

'「

搾

取
=

生
產
の
：条

件

と

実

現

の

条

件

と

：
の
対
立
.

」

：
と

い

ぅ

問

題

を 

之
っ
、
て
み
1

、
；問
薄
|

盾

は

ま

：竟
- '

資
本
制
生
産
に
お
吹
^

「

実
現」

v

の.
諸
条
件
と
.

の
間
の
対
立
：‘

矛
盾
と
.

し

て

把

え

ら

れ

：て

い

^

^

:

:

資
本
讳
生
産
は
.

乗̂

価
値
の
増
大
-^
1:
-

接
的
目
的
と̂

る
の
で
あ
る
.

が

、
,
こ

の

剰

余

価

値

の

直

接

#̂

取

の

過

程

，ば

直

^

^

^

產

遛

程 

: 

'

に
：お
ん^

は
.
.
.菊
余
価
値
率
と
労
響
人
益
外
«

は

制

限

条

件

は

な
$

生

産

力

の

；発

展

と

資

本

制

生

産

の

「

内

的

諸

矛

盾

の

.開

展

J
.

 

-

s

 

s

i



应
は
|1

大
化
し
て
い
，く
。
し
か
し
、「

直
接
的
搾
取
の
条
件
と
そ
の
実
現
の
条
件
と
.

は
同
}

で
ば
な
い
ご
実
現
の
条
件
は「

相
興
な
る
生

，産
部 

門
間
の
比
率
性
に
■

よ
り
"

ま
た
社
会
の
消
費
力
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
.T

お
り
、
こ

の「

社
会
の
消
費
力」

は
'「

社

会

の

大

衆

の

消

費

：を
、

'
.

多
；
 

か
れ
少
か
れ
狭
い
限
界
内
.

で
9

み
.

変

動

す

る

最

小

限

に

縮

小

す

る

」
「

軟

対
'^

な
分
配
諸
関
係」

に
よ
り
、-

さ
ら
に
資
本
の「

蓄
積
衝
動」

：
に 

よ
り
、「

制
限」
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「

生
産
力
は
.

、：
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
消
費
諸
関
係
が
よ
っ
て
立
つ
狭
隘
な
基
礎
と
ま
す
ま

(

注1
)

- 

’ 

• 

.
.
.
.
.
.

す
矛
盾
す
る
よ
ぅ
.

に

な

：
る

。

」一

^
—

.

. 

:

以
上
第
十
五
章
の
説
明
は
な
お
種
々
の
不
充
分
さ
を
も
っ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
、「

実
現」

の
問
題
が
単
な
る
消
费
の
狭
隘
性
そ
れ 

自
体
や
、-.
:
-

あ
る
1>

は
商
品
生
產
”

般
に
み
ら
れ
る
ご
：と
含
生
産
の
魬
計
画
性
.

に
よ
る
不
均
衡
か
ら
；説

明
.§

れ
ず
に
、
.

賢
本
制
生
産
：に
お
け
る
生
産 

H

i

:

取
の
無
制
限
的
発
展
が
、
か
か
る
発
展
の
.

も
と
で
制
限
さ
れ
た「

実
a

の
諸
条
件」

を
こ
え
て
す
す
み
、
ユ
れ
と
対
立
ず
る
と
い
ぅ
関
係
»

.

.

.

.

. 

• 

:
. 

广

' 

.....' 

. 

. ...V 

:
....... 

.

.

矛
盾̂

し

そ

愛

ら

れ

て

い

る

.

：-
七̂

'

充

分
_

恩

誓

必'
栗

が

あ

る

。
：
っ
資
本
制
生
產
で

.

は
>
:
競

争

が

深

走

ず^
^

-

す

め

ら

，れ
H

v'
_

向

於

あ

る

が

：、

:.
,
:
:

¥

の

生

廣

：の
»

太

ぼ

同

時.に

他

面.
で
：は
、
^

搾

取

関

係i

競

争

：に

よ

る

資

本

の

「

蓄
積
衝
勝
ー

に

よ

づ

そ

：「

社

会

の

：
消

費

力

j

を

制

限

し
 

<

い
：く

た
.

め
，、
パ

生

産

力

>

生

產

め

発

展

と

：
と

も

^

、
：へ.-
め
：発
展
と
利
潤
の
。「

実
現
の
諸
条
件j

と
の
対

.

•

 

• 

* 
• 

.

.

.

.

.

.

-

立
は
ふ
.

：か
ま
0

て

い

く

と

い

ぅ

の

セ

あ

る

。

|
:第

十
2£
-

章

の

最

後

：
で
：
も

、

.

.

)
「

資

本

制

的

生

產
^

^

^

^

^

お

け
I

産

手

段

の

集

,

。

」

，
生

擊

段

が

へ

「

集

の
I

的

カ

能

鳥

化I

織

、

：

I

E

業

、$

.'
,
'
'扣

よ

び

、
丨
労
«

の

自

然

科

学

と
-©

結
合」

^

1

5

.

:

「

世
界
市
場
の
成
立』

を
あ
げ
、.
C

の

よ

ぅ

：に
"

し
て
発
展
：せ
る
壙
大
な 

生
菔
力
と
、
：：

「

^

大
す
る
富
に
比
.
.议
ま
す
ま
.

す
狭
隘
化
-#

る
基
礎——

君
の
應
大
：な
生
產
カ
が
作
用
す
る
た
め
の
基
礎」

：

と
め
矛
盾
、

が
指
摘
さ 

れ
て
い
る
。

マ
ル
タ
ス
は
、
こ
の
よ
ぅ
に
、
資
本
制
生
産
が
、U

生
產
カ

.

生
産
を
い
ち
じ
る
し
く
発
展
ざ
せ
'

て
い
き
な
が
ら
も
、
こ
の
発
展
に
対 

応
し
て
消
費
を
增
大
し
-

市
場
の
諸
条
件
を
照
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
ぅ
と
こ
ろ
に
、
資
本
制
生
産
固
有
の「

実
現」

の
問
題
の 

矛
盾
を
確
定
し
、
こ
こ
に
消
費
の
増
大
で
は
な
く
、
利
潤
の
増
大
を
目
的
と
す
る
資
本
制
生
産
の
転
倒
せ
る
本
性
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し

た

が

っ

て

こ

の

問

題

は

、

前

節

末

で

.推

定

し

.た

£:
と

ぐ

、

命

# '
か

% '
と

で

^

4
}か

.か

鲁

き

と

^ '
か

# '
皆

い

か

阶

5:
'

^ '
あ

か

^

戟

，: r
.
.制
さ
れ
て
い
ぐ
過
程
：(

前
節
参
照)

を
基
軸
と
し
て
、
' 

理
解
ず
'

べ
き
も
0

で
あ
る
.

-

^

が
明
ら
.

か
.で
あ̂

う
。
 

:

*

‘ 

も
っ
.

と

も

、
：
右

の

内

容

|

と
-<

に
>「

実
現
の
諸
条
件」

に
つ
い
て
は
、
第
十
五
章
の
説
明
は
不
充
分
で
あ
る
。
資
本
制
社
会
に
お
い
て「

社
、
 

会
の
消
費
力
.*
-
:
.が
制
限
さ
れv

:

い
る
事
情
、
さ
ら
.

に
こ
d

制

限

：洛

力

が

：
：

.
‘

？^

譜

部

閃

間

：の
'

比
率
性』

：を
規
制
す
る
#
:
ね
め
て
重
要
な 

輝

ヤ

あ

る

と

：い

う

関

係

■

そ

め

場

合:;'

か

か

る

消

賢

カ
.

の
'

制

限
.

の

も

之

ヤ.も

、'
生

産
»

の
発
'展

と

贫

場

の

抵

大•

生

產
.

の

発

展

が

す

す
#

傾

向

が

お

る
.

の

で
'|
>

る
.

か
ら
：
-'
.「

«.

現
；の|
|

^

，

-.
:
.

に
，お.
い
て''
'

こ
.

の

消

費

カ

の

制

限

を

い

.
か

に

位

' 

か
と
い.
う
.

問

題

、

等

_
_

。

こ

れ

ら

は

：

第

t
:

部
第
一
七
篇
祀
お
け
：る

資

本

制

蓄

*

の

発

：屢

樺

の

.分

析

や

、

：

第
一
，
一
部
第
一
一
：
ー

篇

の

ぃ

わ

ゆ

る

再

生

産 

表

式

論

と

の

関

連

に

お

び

：て

考

察

:1
>

，
，.1
棄

時

へ

第

：三

部

第

一

ー

一

篇

:'
.
'
'
.ぎ

ぶ

ま

：で

問

題

を

整

理

 

'
分
析
す
る
こ
i

:が
で
き
る 

の
か
を
充
分
検
討
す
名
必
要
が
あ
る̂

。
：
会

の

点

：
は
、
，
次

稿

.「

再

生

産

箸

論
^
 ̂

で
とr

為

る

予

定

：で
あ
る

-
 

(

法 
i

.

以
上
：は
广

『

遣
本
論』

：き
_

4

置

四 
i

 

:

::
?

.(

注

;2
.
:

「

資

オ

黑

_

;#
式

_

け
^
矛

'#
、
'丨
商
馮
購
買
者
と
し
て
の
.労
働
者
は
：市
埸
に
：と
っ
て
重
寒
で
あ
る
.'
0
だ
が
、

彼
等
の
商
品
の—

労
酿
ヵ 

:

''
:の
-
-
-販
雲

と

，し
：て
.は
、
.資
本
淛
社
会
：林
.̂
れ
^
最
低
価
格
に
制
既
す
る
：傾
向
が
、あ
る
。

」

.

.

( 『

蕞

_

第
友
^

^

1

.

.

.

^

 ̂

 ̂

. 

. 

'

ベ」

-

-

•

V
:
*
.

 

'

 

....

....

 

ヶ
-■* 
:
 

'

ぐ

-:

■:

 

. 

...
 

-.
;.

:

?

)

ニ
：
'

つ
ぎ
に
、
'.
;

第

十
.

五

章

第

ニ

節

，
£

産

拡

張

と

価

値

増
 

題
が
と̂

あ
げ
ら
れ
で
レ
る
-^
.

,

>

^問
題
^

お
.:1
;
>

て

も

”
.處
 

矛

盾

は

あ

べ

求

で

も

、

'「

社

ん

各

き&

お
か
か
き
知̂
:
^' 

発
展」

(

傍
点
列
村)

と
、「

現
存
資
木
の
増
殖
と
い
う
制
限
さ
れ
た
o

i
?̂」

)

と
の
.

間
の
対
立
•

矛
猶
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
.

か
：で
あ
る
。

:

へ
：

〈

ぁ
■

;%

。\
聖
¥

第
ヤ
篇
懂
1

ー：.

「

姻
故
策
動
；の

^

^

te

る
也
產
手
段
生
産
部
門
、(

た
と
え
：

は
i

績
業)

に
お
け
る
生
産
力
の
壻
大
は
、
そ
の
生
鹿
物

(

綿
糸)

を
利
用
し
て
生
康
す
る
部
門

(

綿

織

與

業

〉

に

た

い

し

て

，
、

一

面

で

は

商 

•

生

産

力£

展
と
資
本
制
生

_

.

、「

内
晚
諸
あ
盾
.

の
開
展

」

へ

ン
、

'

' 

-

バ
.

.

.

.

ニ$
^



二

八

(

H

四
八)

：

,:

品
.

値

め

：
低

落

(

，
使

用

価

値
1:
-

の
增
大
に̂

り

追

加

資

本

：の

投

下

を

刺

戟

す

る

が

:'
'

他

面
.

で
.は

康 

：

;

:

'■

い
1

通

過

程.
に

滞

留

し.て
：
い

备

完

成

品

：

(

綿
布)

：0

価
値
減
少
を
も
た
.

ら
ず
°̂

.

.

.

.

:•
.

-

 

•

•

•

•

•

•

-

•

•

<

•

 
•

 

•

 

•

 

.

.•
•

-

 

'

'

,

 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

 

.

.

.

 

.
'

が
新
機
械
の
導
入
に
よ
っ
て
生
産
力
を
増
大
し
た
場
合
、

'
こ

.

れ
は
当
該
資
本
に
と
っ
て
は
、
.

特
別
利
潤
獲
得
の
有
力
な
手
段
と
な
る
が
、：

他
の 

:

••
.

.

*

争
資
本
g

.l
o

て
は
，

現

存

機

械

の

道

徳

的

磨

損

。
，
あ
る
：

4

は

新

機

械

を

導

入

セ

き

ぬ

^

資
本
の
破
滅
等
、
現
存
資
本
価
値
の
い̂

い
破
壊
を
も
た
ら
す
。

.:

こ
.

の
よ
う
に
、生
産
力
の
発
展
は
、：利
潤
の
増
太
を
自
的
と
し
て
行
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
生
産
力
の
発
展
過
程
は
、「

利
潤
率
の
減

.

 

.

:

■:(

注 
5)

'

少
、現
存
資
本
0

^

3

減
少
、お
よ
び
卜
：す
^

に
生
産
さ
れ
た
生
產
諸
カ
友
犠
胜
と
.

も
て
_

の
労
働
の
生
産
諸
カ
の
発
展
、
を
含
む
ぐ
の
で
あ
る
。
. 

.

:

こ

れ

ら

妹

現

存

貧

沐

；の

価

卿

減

少

.

、生
資
諸
办
玖
■

牲

は

個

艱

本

め

襲
^

い
；
て^
^

 

，
停
滞
を
あ
た
え
、

ン
 

.:
■

:「

そ
の
内
部
で
資
本
の
流
通
=

お
>

よ
び
再
生
産
過
程
が
行
わ
れ
る
べ
き
与
え
ら
れ
た
諸
関
係
を
攪
乱」

す
る
。——

■
'

.

以
上
の
；ご
と
；冷
現
存
資
本
の
価
値
破
壞
と
そ
れ
に
と
も
な
う
諸
混
乱
.

停
滞
の
問
題
に
お
い
て
も
ま
.

た
、
第
一
の
問
題
と
同
じ
よ
う
に
、
資
本 

制

的

生

産

に

：お
：け

る

』

生

産

諸

ガ

め

無

条

件

的

発

展

傾

向

1

ー
：が

：
強

調

さ

：
れ

、
；

^

盾

が：
^

の
.

価

値

増

殖

と

の

間

の

，対

立

•

矛
盾
と
し
て
把
え
.

ら
れ
.

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
：。

「

矛
盾
は
、

全
く
一 

般
的
に
表
現
す
れ
.

ば
次
ぎ
の
点
、
す
な 

わ
ち
"r

資

本

制

的

生

裹

式

は

，

典

よ

：び

.
V

J

:れ
に
含
ま
れ
る
剰
余
観
，|

:

^

し
、-;
そ

の

内

部

セ

資

本

制

的

生 

.

関

係

：を

も

度

外

視

U

て
'

生
産
諸
力
を
絶
対
的
に
発
展
さ
.

ぜ
务
傾
.

邮
を
含
む
が
、，''
他

面

：で
：
は

そ

：れ

.

味
、
：：
実

存

す

る

資

本

価

値

•

;
 

' 

. 

(

注 
7)

 

. 

. 

• 

. 

.

•:
.

最

高

度

の

增

殖

：

…

‘

を

目

的i

す

る

、
>

-;
.

;

と
い'
う

点

：に

あ

ゐ

。

」

：
：：
へ

「

手

殺

一-
-

^

会
的
生
產
諸
カ
0

 

増
殖
と

(

右 

8

) 

.

.

■

い
う
制
限
さ
れ
た
目
的
と
：た
え
ず
衝
突
す
る
。」 

：
>
:

ン
-

ぃ
''
: 

，

.

:

.

も

0
:ど
も
、へ
右
0
ビ
と
ぎ
把
撻
に
叙
い
.て
.は
、
す

.^
に
指
摘
し
た
'ご
と

く

、

機

械

：の

改

良

.
'变
革
に
お
け
る
資
本
制
的
制
限
.に
よ
.り
、
：.
生

産

力

の

発

展

が

鈍

化
 

さ

せ

：ら
：
&

こ

と

の

あ.るこ
：：

と

，

(

本

稿

、'

V
U

一
：
豪

照)

.を

考

慮

に

い
：.

れ
て
お
ぐ
必
要
が
あ
^

(

注
4

)

；
.『

資
本
論』

.

第
三
部
三
六
三
.

頁
.

。
フ
ッ
八
'

'

_

ぺ

 

.

S

5

W

 

i

.

-

 

H

 

:
 

•

 

V 

.

- 

(

注
6

)

.

同

右

、
：
三
六
.

--
一
 

頁
。'

:

■

 

§

7

W
 

§

'

 

S

5

S

0

.

.(

注
-8)

：、
同^
 

:

'

:

.
•:
'

:

;

へ
';
■

.

.

• 

' 

. 

r

r

.

-

.

1

第
十
豪
で
は
、
：副
次
的
に
I

I

が

昝

題
m

て
い
る
が
’

.

こ
：め

塵
I

た
、
.

す
で
；.に
I

き
た
生
產
ガ
の
発
展
.

資

本

蓄

積

：の
；無

制

限

的

発

展

傾

f

の

塵

に

：
はい
て

、
:

丨
こ
の
傾
向
.

の
も
と
.

で
必
然
化
し
、
I

に
こ
の
傾
向
を一

層
^

も
.

つ
：と

も

第

十

肇

の

一

部

I

、
こ
の
っ
資
本
過
多̂

は
，：

有
機
的
構
成
の
唐
化
に
よ

る
I

利
潤
率
の

傾

向

的

低I

も

と

で

、「

利

 

I

の
低
落
を
I

昼

書

つ

て

償

え

な

：い
よ
ぅ
な
I

 

,

の

「

P

I

る

と

規
定
さ
れ
て

い

る

，

し

か
^

指
？

た
ご
と
く
、
自
立
I

な
い
小
資
本
の
増
加
す
る
問
題
は
、

f r

生
産
力
の
発
展
過
程
で
生
産
の
標
準
的
規
模
が
拡
大
し
、.

票 

準
的
崖
諸
条
件
で
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
I

量
が
増
加
す
f

い
4

情
に
よ
る
I

と
し
て
S

る
べ
I

の̂
^
^
^

 ̂

(

本
稿

一
六
.

.

ニ
0

頁
參
照
。)

'

.

こ

め

磨

は

、
小
_

に
と
つ
'

て
は
、
自
立
し
て
生
産
を
営
I

 

く

な

る

と

い

ぅ
I

 

ぁ

る

，
：
し

力

し

な

が

ら

、

.

I

制
生
産
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
第
十
肇
で
明
ら
が
に
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、：
こ
れ
ら
小
資

本

は
大
資

本

に
よ
つ 

て
合
併
•

集
中
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
信
用
形
態
|

じ
て
大
資
本
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
专

奚
展
を
促
進
す
I

I

要

因

す

で

|

た
(1
)

(2
)

'

の
_

重

産

*|
|
'
.
'變

屬

教

盾

|

だ

て

い

く

。
と
く
に
か
か
る
.

本
は
.
-:
.
-
'
,|

、
畺

生
産
カ
の
発
展
と
資
本
制
生
摩
の

「

内
的
諸
矛
1

の
開
展
し
：

.

.

一一

九

9

1

四
九)



す
る
点
で
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
小
資
木
の
自
立
性
の
喪
失
の
問
題
は
、
生
産
力
の
発
展
を
促
し
、
す
で
に
み
た
資
本
制 

的
^
^
制
限
50
:

問
題
‘

；^-
曹
.

を
傑
北
.

贫
る
も
の
：と
1>

て
、;.
\

-

第
十
五
章̂

3

(2
)

0

.

,'
■

:

:

•

i

w

-

^
 

^

 

^

:
ふ.V/..'.

ジ 

-
 

. 

(

注
'11)

，
.

同

右

、
：
一
一

1

六
：四
頁
.

。
：;V

:
:

.

.

:

.

,

'

■'
,
. 

- 

'

V
.':

ナ

,
.

..
:.
.

(

4

)

.

な
お
、.
第
十
五
章
第

I
一
 1
節

「

人
口
過
剰
の
も
と
.

で
め
資
本
過
剰」

.に
お
け
る
資
本
の
絶
対
的
過
剰
の
問
題
に
つ
い
て
ば
、
複
雑
な
問
題 

が
あ
る
と
は〕

い
え
、
こ
.

れ
も
ま
た
以
上
で
み
.

た
，諸
.

問
薄
の
分
析
.

と
密
接
な
関
連
を
も
ち̂

そ
こ
に
.

は
、
.'

す
で
に
み
た
基
本
的
視
角
が
つ
ら
ぬ
か
れ

.
.
.
.
.

..

■ 

: 

ノ
 

.

'

•■
.

-
'-
.

ベ'
.

-

:

.へ

.

.

•

,

.

.

.

'

.

:

.

 

.

.

て

い

る

と

み

る

こ

と

が

で

き

る

と

思

わ

れ

る

。
. 

:
,
.
:
'
へ
'
:
二

、
.'-
.

“

第

三

節

：で
：
は

、

',

急

速

な

蓄

積

一
>

労
働
カ
不
足
一
^

賃

金

騰

貴

一
^

利

潤

率

下

落

、

.

と
.

：い

う

系

列

を

仮

定

し

V
、

追
加
的
資
本
に
よ
る
利
潤

量
の
.

増
大
が
ゼ
ロ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
場
合
に
は
、
一

資
本
は『

全̂

產
領
域
：！':
に
■

お
い
て
；「

絶
対
的」

.

に
過

剰

：と

な

る

と

し

.

、.
そ
こ
.
に
お

.

. 

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

« 

.

*

 

•
• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

、

•

.

-

-

 

, 

; 

'

.

,

 

'
.

け
る
事
態
を
説
明
す
る
。

_

•損
失
を
転
嫁
し
あ
お
う
と
ず
る
諸
資
本
間
の
激
し
い
競
争
、
資
本
の
遊
休
，
絶
滅
。
そ
れ
に
'と
も
な
う
現
存
資

、
 

.

.'' 

.•、 

- 

.

.

>

•:
. 

- 

* 

,

本
価
値
の
パ
ち
じ
る
し
い
破
壊
。
資
本
過
剩
は
，

(

資
本
を
形
敗
し
て
い
る

)

：.徹

品

め

過

剰

生

産

を

も

ふ

'

く
む
か
ら
、
.

商
品
0

販
売
不
能
、
商
品

.

 

•

 

-

 

. 

‘

 

. 

.

. 

.

.

.

.

.

.

 
.

.

.

 

:
•
.
.
.
.

 
-

 

•

 

•

 

•

 

■

 

.

.

脑

格

の

急

落

。

か
：か

る

資

本

肺

値

の

急

激

な

破

壊

，，
価

格

諸

関

係

の

混

乱

に

.

よ
る
再
生
産
過
程
の
.

大
混
乱

•

破
壊
。..箇
用
制
度
の
崩
壤
に
よ
る 

再
生
産
過
程
の
破
壊
の
激
化…

，

…

。——

か
か
る
苒
生
産
過
程
の
.

變

•

破
壊
に
.

よ̂

労
働
者
の
遊
休

(

失
業)

、.
.

そ

の

圧

力

の

毛

上

：で

の

就

業

.

者
.

の

賛

金

き

り

下

げ
;<
»

ま
さ
‘

に
資
本
の
過
剰
と
労
働
者
人
口
の
.

過

剰

(

失
業)
と
の
併
存
.

；…

。—

そ
し
て
こ
の
よ
う
：な
再
生
産
過
程
の
現

.

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

実
的
縮
小
，
破
壊
•

商
品
価
格
の
暴
落
、

' 

労
働
者
の
過
剰
人
口
化
•

顕
著
な
賃
金
下
落
を
通
じ
て
、
ふ
た
た
び
利
潤
を
生
み
出
す
新
し
い
再
生 

產
が
始
め
か
れ
て
^

^

フ
と
い
う
の
で
あ
る
。

•

:

.

.

,

,

以

上

に

ぉ

，ぃ

そ

、
：

7 .

ル
ク
ス
は
、：：.
資
本
制
生
産
に
.

お
い
て
は
：：

「

社
会
的
欲
望——

社
会
的
に
発
展
し
た
人
間
の
欲
望——

に
対
す
る
生
産
の
比

•率
で
は
な
く
へ…

：
：羽
禪
率
が
生
產
の
拡
張
ま
た
は
制
恢
を
決
定
す
る

.;-
:…

。

そ

れ

(

生
産—

井
村
}

;

y

は
:.

"
欲
望
充
足
が
命
ず
る
所
で
で
は
な
く
， 

利
濶
の
盡
お
よ
び
実
現
が
停
正
含

ず

る

所
！

止
霞

」

、

'
と
い
う
矛
盾
を
鋭
i

摘
し
て
い
i

l

る
^
^
^
^
^

あ
/

え
る
4

め

.>
-

は

全

べ

過
4

^

し
か
生
産
さ
れ
て
い
.
，な
い
；に
も::
^

か
わ
ら
ず
、
利
潤
.

の
増
大
を
.

目
的
，と
；す
る
資
本
制
生
産
.

で
は
、
追
加
資
本 

に
よ
.

つ
て
牙
潤
.

の
飧
大
ガ
行
わ
れ
な
い
が
ぎ
り
，.
：
生

産

は

過

剰

に

行

わ

：れ

た

と
..

と
を
.な̂
 

で
あ
り
、

し
.
.か

も

か.
か

る

禅I

.

鍵

乱

：
：

•

破

壊

に■

つ
：
：
'ぞ

過
剩
ろ
失
業
i

が

併

存

す

る
s

f

、
こ
.こ
.I

、
-

生

産

が

大

衆

の

：消

費

の

拡

_

:

か
え
り
.み

るこ
と
な
く
利
潤
：の
増

太
の
み
を

目
的
と
し

，- 

て
行
：わ
.^
,?
>

資
本
制
生
産
の
矛
盾
が
全
的
に
暴
露̂

れ
.

て
い
：る
^:
^

う
の
で
：あ
る

。

，

，
•
-

と
こ
ろ
で
、
以
上
、、
⑷
の

「

資

沐

の
絶
対
的
過
剰」

の
な
か
に
は
.

、「

利
潤
率
が
、

生
産
の
.

ま
た
は
制
限
を
決
定̂

^

4

い
う
矛
盾 

.
が
本
め
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
の
点
で
は
す
で
に
み
た
諸
問
題
•
諸
矛
盾
と
共
通
し
て

.い
る
も
の
と
い
え
る
。

し

力

第

干

豪

第
_

の
.

説
明
の
：か
,

：痛

、
，論
 

0

«

本
制
的
.

生
産
様
式
の
.

傾

向」

.

.
に

あ

る

と

い

わ

れ

る

点

の

内

容

は

充

分

明

ら

か

と

は

1 >
え

な

い

。

:\
v

入 
3

の
%

展 

>

 

ダ

使

カ,^
足「

で>
»•

金

騰

貴̂

^

潤

率

急

落

、
'一
と
い
う
系
列
を
於

«'

い

わ

說

明

す

る

に

：と

'

ど
.

ま
つ
て.
お

り

、

現

実

に

資

本

の

絶 

対

的

過

乗

の

必

然

化

す

る

プ

ロ

セ

ス

.
を

明

ら

か

に

し

.
て

い

な

い

と

V

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
別
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
生 

産
力
と
資
本
蓄
積
の
発
展
過
程
が
な
ぜ
•
い
か
に
し
て
産
業
循
環
と
い
う
形
態
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
、
そ
の
：も
と
で「

実
現」

.

の
問
題
等
が 

い
か
な
る
形
態
を
と
つ
て
現
わ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
へ
ど
V

こ
と
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。.

，

右

の

間

題

は『

資
本
論』

の
謹
段
階
で
は
解
明
で
き
な
い
も
の
.

で
あ
り
、

富
の
研
究
麗
に
属
す
る
の
で
は
あ
る
が——

こ
う
し
た

.

1

1

1

1

1

^

 

.
:
.
|
論



... 

三
ニ 

(

三
五
3

•
■:
'
■
占
？を
究
调
し̂

い̂

な
_

-"

生
«

»

め
無̂

摄
的
発
遍
辜
：

「

実
_

 

、あ
；る
期
間
に
:わ
た
づ 

で
潜
在
的
に
.

累
積
さ
れ
、
そ
の
後
恐
慌
に
お
い
て
全
般
的
過
剰
生
鹿
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ 

|
:

へ 
一

.

:'
:■
■劣
々
し
'.
:

'

—

.め̂

般

的

過

壇

產

：の
-:
%

-

上
：に
：お
0

て̂

第
士
^

.配
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
—

こ
れ
は
、生
産
力
の
無
制
限
的
発
展
と「

実
现
の
諸
：条
件
.

」

と
の 

対
立
が
、
い
か
に
し
て
全
般
的
過
剰
生
產
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
爆
発
す
る
か
と
い
う
こ
と
の
解
明
に
よ
っ
て
論
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
，の
で
：あ
る
^

ル

.

■

~
'
~第

十

、
五

：
章

第
|

«
の

ー

問

麓

は
:;
'
生
産
为
の
無
制
限
的
発
展

^

;
 

(

⑴
の
間
題)

：
が
全
般
的
過
剩
生
産 

と

4
う
形
態
を
と
っ
て
発
現
し
た
と
と
ろ
に
お
け
る
矛
盾
を
、仮
定
さ
れ
か
一
つ
の
系
列
の
も
と
で
説
明
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ1

於

。

:
『

資
本
論』

ー
-|
|

「

廣
本
ラ
般
ド
体
系
、
.

ぼ

ぐ「

生
瘅
の
：条
件
ど
実
現

0.
^:

件
，と.の
对
立

」

0

特 

雜
の
メ..ヵ
ーI

ス
ム
が
展
開
さ
れ
え
な
か
'.っ
た
の
で
ぁ
り
、

.

こ
，
の
：た
め
.

第
十
五
章
で
は
、
合
き
^'

か
利
潤
率
の
.

下

落

：に

よ

る

「

知
^'

あ

奶

阶

」

に
か
か
.か
資
本
の

:^
费==

絶
対
的
^
嗔
本
過
剩
を
想
定
す
石
必
廣
上
、
^
働

カ

不

足

一

一
>賃
金

：
の

全

般

的

騰

貴

-
—

>利
潤

率

下

落

が

侮

定

さ

れ

た

も

の

.
と

.:.
-:̂ 

」

.

.
：
.

■'■ 

.

へ.
'
.
.*,
.
.:■
へ
 

- 

■■ 

.

.

*..
.

.

.:

.

.

.

他
方
ま
た
、「

実
現」

の
問
題
が
、

全
般
的
過
剰
生
産
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
爆
発
し
て

い
く
過
程
を
究
明
し
て
い
く
な
ら
ば
、

す

で

こ•
み 

.

,

た
⑵

ノ
⑶

の
問
題
も
ま
た
ソ
此
実

^

-'
'
,
'
,

る
-

:

と
が
明̂

か
と
な
る
'で
；
あ

ろ

う

。.'
'::た

.

.

.

化

す

る

名
.^

う
⑶
の
問
題
は
”

現

実

に

は

ァ

恐

悛

ー

‘
ヽ

不

況

期

迄

お

け

名

激

烈

な

競

争

ン

不

.

で
、

小
資
本
が
大
量
的
：に
駆
遂
さ
れ
、
.

こ

れ

が

好

況

，
活

況

期

.

で
の
大
資
本
の
.

急
速
な
拡
張
を
大
い
に
促
す
と
と
も
に
、「

投
機
‘
信
用
眩
惑 

.

•

株
式
眩
惑」

を
通
じ
そ
め
拡
張
を
極
度
'

に
.

過
熱
.

さ
ぜ
.

る
童
要
な
作
用
を
演
ず
る
と
，.と
に
な
る
.

の
.

で
あ
る
。
：

•

ま
た

、(

生
産
力
の
向
上
.
.に
と
も
な
う
；

「

資
本
.

価
値
の
破
壊」

と
そ
れ
.

に
よ
る
再
生
産
過
程
の
：攪
乱
，
破
壊
と
.

い
：う

(2
)
の

問

題

も

"

奶

务

卜 

> 

.
は
、

産
業
循
環
の
局
面
、
そ
こ
に
お
け
る「

実
現」

'

の

問

題

の

状

態

に

，よ

っ

て

、

そ

の

程

度

■•
形
態
を
大
き
く
左
右
さ
れ
る

<0
で
あ
っ
て

:>
1

i

l

l

 

.

■■

、

〉

'

'

;

'

'
^

'

..
、

剰

生
8

因

が

累

積

さ

れ
た

と

こ

ろ

で

は

、

.

「

資

本

価

値

の

唐

」

：
は

、

：

「

崖

過

程

の

突

然

な

.諸

停

滞

お

よ

び

|

|
」

：，

|

た

ら

す

こ

^

な

ろ

う

。：

—

そ

し

V
、

こ

う

い

う

意

味

で

’

こ

れ

ら

の

問

題

も

ま

た

’

⑷

の

資

本

の

絶

対

的

讓

の

問

題

と

一

定

の

関

連

を

も

つ

て

い

る

 

と

.
い

え

る

の

で

あ

る

*
 

■

.

.

し
か
し
な
が
ら
、■.こ

う

し

た問
題
は
，
第
十
豪
の
靈
段
階
で
は
解
明
さ
へ
_

な

.い

咏
_

_

身

か

.ら

、

第

十

：五

章

に

お

い

て

ま

、
o

.

(2
0
の

諸

問

題

が

：.(

生
産
カ
の
.
無
制
限

的

発

展

と

利

潤

増

大

の
.
諸

，条

件

と
.

の
对
立
と
い
う
点
で
は
共
.
通
七
：た

も

の

と
-

し

て

把
え
ら
.
れ
.
て

も)

、

>

 

わ
f

.

ハ

は
ら
は
ぬ

)

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
ら
と

⑷
の資
本
の
絶
対
的
過
剰
の
問
題
と
の
内
的
関
連
も
し
め
さ
れ
え
な
い
こ
と
.

に

与

て

、ぃ 

る
の
で
あ
.

る
。
 

.

そ
れ
ゆ
え 

'『

資
本
論』

第
十
五
章
2

理
段
階
を
こ
名
、
生
産
諸
カ
の
無
制
限
的
発
展
の
現
実
的
運
動
を
.

ぁ
.

と
づ
け
'

て
ぃ
き
、

資
本
の 

絶
対
的
鬚
の
矛
盾
が
必
然
化
す
る
現
実
的
プ
.

ロ
セ
ス
を
究
明
し
て
：い

く

動

に

：お
い
；て
は
、.
蒙

力

の
j

件
的
発
展
と
：「

実
現
の
諸
条 

件」

：
と
の
対
立
.

矛

盾

を

中

軸

と

し

で

、
ド

第

十

五

章

で

は

な

お

f

ば
ら
ば
I

.

と
り
f

か

諸

V
.

い

た

諸

麗

‘
諸
矛
盾
が
相
互
に
麗 

:

つ

け

ら

れ

て

る

し

ま

た
V

く
べ
き
■

で

は

な

い

か

と

考

え

て

い

る

。

そ

し

て

，

こ
の
：意

味

で

は

、
’
す

で

に

み

て

ぎ

た

簡

題

の

分

析

の
 

基
本
視
角
は
、
⑷
の
資
本
の
絶
対
的
過
剰
の
麗
に
も
つ
ら
ぬ
裳
^

(

注

1)

，

以

上

は

『

資

沐

論

』

：'
第

三

部

..三
六
，四
.丨

三

.七
0
.頁

.に
'よ
る

。■

(

注

13
,

14)

-

同

右

、
：
：
：三

七

.四

頁

。

：

.

.(

注

15)

:

.,
'

同

右

、

三

.七

-三

頁

，

：

-

,-
:

'

:

:.
\

'

:

-

一

：'
:

'.
'

.

(

注

は

論

』

へ

の

第

十

五
I

三

節

の

内

部
f

、週

期

的

な

震

生

庫

を

、〉

無

讀

讀

活
_

|

|

|

噥

|

|

る
価
値

4
^
^

P

論

鳴

は

ら

た

分
配
諸
条
■

消

費

諸

関

係

と

に

よ

.
っ

て

実

現

し

新
資
本
に
形
し
う
る
I

;

技

r

u

證

節

最

後

の

「

資

本

制

的

生
I

一
つ̂

!

霊

」

の

メ

昌

い

て

？

f

i

恐

慌
は
、

か
か
る
も
の
と
し
て把

え
;

:
:

 

て
V

る
よ
う
に
管
も
ち
ろ
ん
、
本
文
の
問
題
の
論
証
は
、
過
剰

E

霞

6
i

に

よ

る

べ

き

も

の

で

ぁ

っ

て

、

こ

う

し

た

『

資

木

論』

に

散

.P 

,

,
:
:

崖

力

の

：
発

掘

と

資

本

制

生

鹿

の

一

「

内

：

g

諸

矛

盾

の

：
開

展

」

'

ニ「

：

:;
,

.
藝

 

'

:;
.

へ
'
三3 :
.

:



.

•

 

- 

、
 

. 

m

 

四

(

三
五
®

)

さ
れ
る
言
及
を
詮
索
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
こ
と
で
あ
る
が
。

(

注
17)
こ
の
点
、
古
川
哲
氏「

資
木
の
絶
対
的
過
剰
生
産
に
つ
い
てj 

(

経
済
志
林
ニ
四
卷
四
号
、
昭
和
三
‘一
年)

に
く
わ
し
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
..

(

注

络

::
:
:資
本
論

4
第

三

部

三

六

四

頁
'°
::
;

^
^̂
 ̂

;
.■
'
パ
 

.
^
.
.
v 

-
;

.(

注
19)

’
同
右
、
’三
六
.ニ
頁
。
 

、
 

 ̂

.

(

注
20)

『

資
本
論』
第
十
五
章
で
は
、
こ
う
し
た
論
理
的
制
限
女
も

ち

な

が

ら

、

部
分
的
に
は
、「

実
現」

の
問
題
と
関
連
.し
'て
週

期

的

な

過

剰

生

産

：
に

-言
及
さ
. 

れ

た

り(

注
16)

、「
資
沐
価
値
の
破
壊」

の
問
題
や
小
資
本
の「

過
多」

の
問
題
も
'恐
慌

に

関

連

づ

计

ら

れ

て

い

る

；。

(

注
18
.
.1
9)

..
'
こ
の)

こ
と
は
、第
十
五
章
の
. 

叙
述
.と
し
て
は

-'
第
十
五
章
の
分
析
内
容
を
か
え
っ
て
混
乱
さ
せ
る
原
因
め
.
|つ
.と
な
っ
て
い
る
の
：で
は
あ
る
が
、
か
か
る
言
及
の
な
か
に
、
.
.マル
.ク
ス
が
、

'

『

資
本
論』

以
降
に
お
い
.て
、
こ
れ
ら
諸
問
題
•
矛
盾
を
関
連
づ
け
な
が
ら
、
恐
慌
分
析
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
推
'察
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

k
 

※
 

. 

浓 

.

.

以
上
の
考
察
に
お
り
"

第
十
一
五
章
に

^

いV
:

は
：1
K-

し)

で
V

.

:

.

*本
制
生
産
^;
 ̂

•

自
己
目
的
ど
し
.

て
の̂

m

'v
/

. 

- 

.

(

注
21)
：
'
- 

. 

. 

:
 

. 

■

.

.

.

•

労
働
の
社
会
的
生
産
諸
力
の
.

無
粢
彿
的
變
展J
が
墟
調
.

さ

れ

；で
：
お

り

、
：
：
か

か

：る

生

産

諸

力

^

発
展
傾
向
が
、：利
潤
増
大
-
価
値
増
殖
の
た
め
の
諸 

条
件
と
对
立
し
、
:'
生
產
の
発
展
ぬ
制
限
.

を
あ
だ
.

え
^

こ
.5
:

に
_

る
と
：い
：う
資
本
餘
的
生
產
制
限
吹
諸
問 

こ
と
が
で
ぎ
よ
う
0

へ

.

-

.

-

 

■

こ
め
よ
う
咬
.'
'

資
本
制
盼
生
産
制
限
0

諸
問
題
を
、；；あ
ぐ̂
-
.

で
も
、：ニ-1
'

生

產

諸

ガ

を

絍

対

的

に

齋

展

；さ
，せ
：る

傾

向

1-
:

:

と
、：
利
潤
増
大
の
た
め
の 

諸̂

:

と
の
'

対

立

：と

し

：
て

把

え

.る

こ

と

^
.よ

っ

て

，

マ
ル
.

ク

ス

ば

、
：
ー
こ
0'
'
生
產
制
限
0;
_
本
的
原
因
於
利
潤
燴
大
を
生
產
0
目
的
と
す
る
.'
'「

資
本 

制
的
生
鹿
の
独
自
的
性
格」

に
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、「

資
本
.

制
生
産
の
真
の
制
^'

は
^'
?'V

6
V

か
で
綠
认」

S

点
マ
ル
ク
ス)

と
い
う
こ 

と
を
強
調
じ
て
い
.

る
の
で
あ
る
。
'

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、

生
産
諸
力
の
発
展
が
制
限
さ
れ
る
資
本
制
的
事
情
に
，は
'；「

資
本
制
生
産
が
I

富
の
生 

産
に
と
っ
て
絶
対
的
な
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
.

、
富
の
発
展
と
特
定
段
階
で
衝
突
す
る(
^

^」

、「

資
本
制
的
生
産
様
式
の
制
限
性
と
、
そ
の
単
に

.
.

:(

注
^) 

. 

.

■

>

歴
史
的
，1

時
的
な
性
格」

が
、
如
実
に
し
め
さ
れ
て
，い
る
と
い
う
の
.

で
あ
る
9
 

じ

か

も

で

そ

の

鳴

合

、
；
マ
ル

.

ク
：<'
择
 ̂

が

ぐ

ま

：
^

%'

生
#

|

狀
€>
;

-

無

制
_

紙

な

発

展

傾
4

:

と
、'.
.
利

潤

増

大

の

た

め

め

諸

条

件

とS

の
：
対

：立

で

t

こ

と

を

強

調

す

I

:

と
‘
に

备
 

。
「

歴

史

的

，

I
:

時

的

な

性

格

」

： 

を
'.
.

.

め
.

づとともに寶本伟生產を

^

接
.

す
る
#

条
件
を
ふ
く
む
こ
.
.と
を
.

と
.
.く

；に

注

意

す

る

の

.

で
あ.
.る
。'「

け

だ
.

し

、

そ̂
^

同

寺̂
-

ノ
へ^

奄
.，
 

!

条

件

の

一

般

的
•

共

同

が

，
社
^

的
::
&

生

產̂

条

件

へ.
の
転
化.
を

含

む

か

ら

で

あ
.

る
。
;-

の

転

化

は

、
，
資

本

制

的

生

産

の

も

と

で

の

.生

産

諸

力

.

と
±-

エ
業」

め
分
析
ぺ
第
七
籍
へ
::
«

本
の
#'

猜
過
程」

の
分
析
に
も
全
く
同
様
に
ひ
ら
ぬ
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
生
産
力
の
询
上
I

ん
す
：
 

る
マ
：ル
ク
ス
の
分
析
視
魚
の
特
質
と
し
て
と
く
に
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
.る
。

.

.

.

.

.

. 

.

.

.
，
.

一
.

.

.

:

.

.

.

.

.

. 

- 

. 

. 

•

. 

.

.

.

. 

5 

.

.

. 

.

.

.

. 

.

. 

.

.

.

.

. 

一
.
.

:
. 

.

.

.

.

• 

.

.

. 

.

. 

> 

: 

, 

: 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

一
、

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

. 

.

.

.

.
 

■.

.

な
お
最
後
に
顧
足
^

る

な

ら

械

ノ

一

第

十

五

章

で

は

、

第

三

節

.「

人
口
過
剰
の
も
と
で
の
資
本
過
剰」

(

本
節
W

)

を
の
ぞ
い
.

て
は
、
諸

問
題
•

諸
矛
盾
翁
と
.

で
の
-

労
働
■

状
態
.

に
つ
い
て
と
く
に
ま
と
ま
っ
た
叙
述
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
最
ブ
第
三
節
に
お
け
る
資
本

.
過

剰

と

人

口
 

■

の

併

淳

；る

矛

盾

に

權

基

鐵

い

遭

、

^

る
い
は
生
産̂
^

立
と
い
う
点
が
ら
把
えょ
う
と
す
る〕

.『

資
本
■

全
体
の
基
本
的
视
與
？をf

 

以
上
で
み
た
生
産
制
阪

S

問

題•

諸 

矛
盾
が
つ
ね
ヾ
に
他
面
に
お

1'

.で
労
働
諸
条
件'>生
活
諸
条
件
の
悪
化
を
と
も
な5

と
い
う
点
が
明
確
に.

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
：う
。
，

「

実
現」

の 

.:

問

題

、「

資

本

価

値

：の

破

壊

」

.

と

そ

れ

：
に
：
ょ

衾

生

產

象

乱

_

壊

は

 

>

:

そ

霞

全̂

的
な
生
崖
の
制
限
•

破
壊
で
あ
る
場
合
に
し
て
も
、
そ
れ
は
つ
•

ね
に
労
響
の
側
に
■

さ
れ
、

一
時
的
‘

.

部
分
的
に
f

f

者
の
失
業
、

. 

労
,

条
件
の
慼
化
を
余
儀
な
く
す
る
.-

あ
る̂

は
；ま̂
^

_:

，
ロ
；
レ

タ

リ

ャ

化

を

も

.

ふ
.

X

め
て
、
小
資
本
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
全
労
働
者
を
労
働
市
場
に
投
げ
敗
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
'

過
®

セ
''
'

旁

働

者 

は
た
え
ず「

反
撥」

.「

吸
引」

さ
れ
、
労
働
諸
条
俾
:•

生
活
諸
条
件

Q

不
安
定
性
を
覆
な
く

^

れ
て
い
る
の
で
あ
る̂

こ
の
点
は
ク
別
稿. 

「

マ
ル
ク
ス
の
相
対
的
過
剰
人
口
論
に
か
ん
す
る 

一

で

と

.

く
に
麗
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、

第
十
五
章
に
お
け
る
生
産
制
限
の
.矛
盲
の 

' 

.

.

1

力
の
：発
展
I

制
I

「

内
的
,

盾
の
麗

」

^



s
:
v

.:.、
'
:
;
:

,

へ

■
.

.

:■
'

:

.
 

-
■

H

六
.

'(

'

三
五
.

六)

.

.

分
析
も
、
S

1

の
も
と
で
の
労
働
者
の
労
靈
条
件
•

生
活
諸
条
件
の
状
態
、
労
働
と
資
本
と
の
対
立
に
か
ん
す
る
分
析
と
結
び
つ
け
ら
.：
 

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
生
産
力
の
向
上
が
本
来
的
に
は
労
働
の
軽
減
の
可
能
性
を
意
味
す
る
も
の
に
も
が
か
わ
ら
ず
、
：資
本
制
生
產 

:

の
も
と
^

ゆ
»
働
者
0:

侧
^
失
業
等
<0
.

鍊

働

識

間

衝

^

必

然

低

1,
:

.-

が
：か
ふ
現
状
を
也
爆
す
を
た
^:
0.
'

-

贫

微

者

の

団

結

.
*
_
争
 

と
-
-
-
■

 

£

 

J

。
%-
:

ま
た
-

戴
十
五
.

章
.

の
--

部
で
指
摘
さ
れ
て
い
る̂

.

 

(

生
28)

.

 

....

.'

.

'

:

対
的
形
態
で
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
発
展
と
特
定
の
点
で
衝
突
す
る
に
至
る
と
い
う
こ
と
が
、現
象
す
る」

と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

:'
.
. 

. 

> 

.
:■
. 

- 

• 

' 

' 

: 

: 

' 

Vr

:

.•,

-

I
'

':.
.

■

ぬ
.

:

:
(

法
琴
同
右
、

m

s

K

.

頁
,

,

-'

へ

へ
:

- 

■

■

'

(

注
23(

同

右

、
兰
.

六
.

三
頁
。
.
;
ン
::
^
^
^
 ̂

V

パ
 

‘

.
(

注
24
.
，

25)

，
同

右

、

1
1
1

五

ニ

耳

。

同

様

の

員

_

は
ー
ー
ー
セ
茸
頁
に

4 -

あ

る

。

:(

注

.?
6

.

同
右
、

三
八
ー

—

ニ
貧0

:

ソ

-

^

-

.

.

'

r

-'

八 

_

':(

注
27)

..

三
田
学
会
雑
誌
、
昭
和
ー
室
年
四
月
号
。

'

ハ
.

、

.

>
;•
:

;

:

:
 

:

S

28)
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資
本
論
.

^

第
三
部
三
八
ー
頁
。
 

.

.

む

'.
.す

び

.

以
上
、

.r

 

•

ニ
節
の
考
察
を
通
じ
て
、'
第

十

五

章

の

主

題

：は
、

競

争

の

■

も
と
で

9

生
産
力
■
•

生
産
の
無
制
限
的
発
展
傾
尚

が

、

利
潤
増
大
の
た

め
の
諸
条
件
と
対
立
；
矛
盾
す
る
こ
と
に
よ
ヴ
、
.

そ
の
発
展
に
制
限
を
う
け
ざ
る
：を
え
な
い
と
1>
'

う
諸
問
題
.'諸
矛
盾
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
っ

J

. 

.

た
と
い
う
こ
と
：を
大
体
明
ら
か
に
し
た
。■:
第

彐

部

第

三

篇

第

十

：三
章
に
.お

い

て

、

生
産
力
の
発
展
に
と
も
な
う
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
り
平 

均
利
潤
率
が
低
落
す
る
こ
と
を
し
め
.

し
た
マ
ル
グ
ス
は
、
そ
の
後
こ
の
平
均
利
潤
率
の
低
落
を
も
た
ら
す
生
産
力
の
発
展
過
程
が
、
平
均
利
潤
率 

I

 

.

.

.

. 

.
の
低
落
を
綾
和
す
る
諸
要
因
を
う
み
だ
す
と
と
も
に
、.
資
本
蓄
積
の
増
進
を
促
す
諸
傾
向
を
も
つ
て
い
る
こ

と

を

強
調
し
つ
つ
、.
こ
の
生
産
力
の

発
展
•

資
本T

畜

積

の

無

制

限

的

発

展

過

程

に

お

い

て

利

潤

.増

大

を

目
的
と
す
る
資
本
制
生
霞
有
の
.
諸
矛
盾
が
進
展
す
る

こ

と

を

.、

第
十
五
章
の 

主
題
と
I

て
と
り
あ
げ
て
い
-

つ
：た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

.

最
後
に
序
説
に
お
け
る

問
題
の
整
理
を
念
頭
S

き

な

が

ら

、
S

の

考
察
を
通
じ
て
と
く
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
点
を
霱
的 

.

に
し
め
.

し
.

て
お
；き
.た
い
.
。

.

.

.

'

. 

.

(

1

)

.

.ま
ず
第
一
は
第
十
五
章
固
有
の
諸
問
題
が
、.
'

資
本
制
生
産
に
お
け
る
生
産
力
の
発
展
諸
傾
向
と
、
利
潤
.

増
大
•

の
.た

め

の

諸

条

件

と

の 

間
H

 

‘

矛

盾

と

し

て

把
I

れ
る
べ
き
も
の
で
ぁ
り
、し

た

が

鏊

か

t

>'

か
S

「

歙

f

M'
'
' 

の

開

展」

と
も
い
？
べ
含
も
の
で
あ
る
と
い
ぅ
こ
ネ
で
あ
る
。
'

マ
ル
タ
ス
は
、
序
説
で
指
摘
し
た
ど
令
、:

生
産
力
：の

_

に
|

な
い
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に

.

よ

：？
て

利

潤

率

が

低

落

し

、

こ
の

1

率 

の

低

落

に

資

本

量

の

増

木

：

.

利
潤
量
の
：増

大

が

と

も

な

ぅ

I

を
.

；ぅ
法
則」

.
と

規

定

备
 

も

な

ぅ

と

い

ぅ

と
i

は
::
'

'

生

産

力I

展

と

資

本

蓄

積

：と

め

軋

互

促

進

的

な

発

展

か

ら

生

ず

る

も

の

ゼ

.

三

篇

で

は

、
；
.

こ
.

の

生

産

力

の

発

展
‘

蓄

積

増

進I

程

が

：、

利

潤

率

の

傾

向

的

低

落

馨

t

て

把

舍

れ

，
ご
の
生
産
力
の
置
•
蓄
積
増
遮 

::

の
,

(

"

利
潤
率
の
.

|

的
低
落
の
：過
.

I

I

い
S

 

る
こ
と
に
I

た
の
で
着
う
。
--
:
'
i

t

れ
f

わ
，！

部

分

的

：に

み

ら

れ

る

見

"'
*

が

、
；
右

の

每

と

ー

き

表

現

.寶

::
:

'

.,
:

.

:

.

し

か
u

 

J

ら

、

，：

鏡

争.
の
も
と
：
で

生

産

力

：の

齋

展

•;
■'

: l
:-
I

_

4

:-
t

H

、̂

し
、
一
 

_

と
し
て
把
免
ら
水
る
べ
き
：

r

実
現
ド
■

題

響

ブ
_

潤
_

膨
^

果

関

係

，
そ
の
■

方
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
ぅ
も
の
で
あ
る
と
い
お
ね
ば
な
ら
な
い
。
.さ
ら
に
ま
た
、
利

潤

率

の

傾

向

的

低

落「

法
則
の
内
的
諸
へ 

.生
産
力
の
発
展
と
^
■
制
生
産
の
：「

内
；̂
諸
矛
盾
め
開
展」 

,

':
:
ョ

ゴ

、ニ
I
V

…

.

,

、



矛

廇」
：で
と
い
ぅ
規
定
は
、

',
-
.-
|

実

現」

0

間

題

等

：が

、
::
:有

機

的|
|

^

0

高
|

^

:

ら̂

.
:

て
.

い

冬

矛

盾

：

‘

：_利

潤

率

め

傾
_

低

落

そ

れ

自

体

ヒ

ギ

つ

"

_

-:
-
1開

夢

：
；；

^:

る
矛
衝̂

あ
る
：が̂

ぃ
ぇ
な
ぃ
。
 

'

こ
れ
は
、
単
な
る
字
句
の
詮
索
で
は
な
い
。
 

•
,

::
.

養

、
：へ
従
来
に
本
い
：ば

は

(
「

法

則
0

内

的

諸

矛

肩

の

：開

展

』

：ム

分

ぅ

瞹

昧

：

_

現

の'%
と
_

、'
,

:第

十

五

：章

固

有

の

諸

問

題

が

、

利

潤

率

の

傾 

1

:

:§

低

落̂

法
;^」

ぺ
名
食
わ
：め
：て

瞹

昧

な

形

で

、

|

お

る

：い
：は

利

潤

率

：の
：傾

向

的

低

落

過

程

に

：，
へ
あ
る
い
は
利
潤
率
の

■

低
落
そ
れ
自
体
；に
I

 

関
速
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
.

に
よ
っ
て
、
第
十
五
章
の
問
題
の
把
え
方
が
.

不
明
確
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ノ
 

.
:
:
:従

来

の

：か

か

る

聰

询

を

.

反

省

す

名

：と
\'

方

濃

味

で

巧

本

稿
^

の

資

本

制

生

產0「

內

的

諸

矛

盾

の

簡

膜

』

と
：
§

す

る.
こ
へ
电
に
：
よ,0

'

で
、「

：

^

^

を

、
競

命

の
.

も
.

^

で

：
の

生

動

諸

为

の

觀

黑

な

発

展

讓

向

と

：、
利

謂

天

の

'

尨
^

と

、

.

.

’ 

• 

• 

. 

'

——

し
た
が
っ
て
、
第
十
五
章
の
諸
問
題
の
分
析
を
具
体
化
し
て
い
ム
た
め
に
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
ず
競
爭
の
• %

と
-

で
生
産
力
、
：.

資
本
蓄
積

.

を
*

 

制

限

的

に

発

展

さ
.

せ

て

レ

く

諸

傾

向

を
i

り

真

体

的

：に
|

じ>0
'
:

つ
、̂

か

る

発

展

が

，
：
利

潤

增

大

；の

|

た
^

資

本

価

値

の

維

持

，
増

大

の

：諸

条

件

等

と

対

立

：す

る

事

情

を

く

わ

し

■

く
検
討
し
.

て
い
か
ね
ば
.

な
ら
な
い
こ
と
、
を
と
く
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。

.

.

.

.

.

. 

.

.
i
v
.
.
+ 

.

.

.

. 

V 

-
r 

- 

- 

'
•
.
.
.
.
. 

... 

.

.

. 

’

な
お
、
右
の
^
と

関

速

し

て

卩

っ

利

潤

率

の

傾

向

^

落̂

法

則

」
：；

ゆ

、.'
生

齋

カ
0.
'
発

展

過

程

挖

お

吹

る

：資

_
ひ
1

的
構
成
の
慶
化
に
と

.も
な
い
，：

平
均
利 

调
率
が
傾
向
的
に
低
落
す
る
こ
と
と
し
で
規
定
す
べ
き
も
の
と
思
.‘ぅ
。
.競
争

の

も

と

；
で

生

産

力

^
:

ぁ
っ
て
す
す
む
の
で
あ
.る
.か
ら
、
こ
.の
法
測
は
、：
蓄
積
#
の

增

大

,>
刺
潤
量
の
増
大
を
促
す
諸
傾
向
と
と
も
皮
作
用
し
て
'
:い
：く

で

あ

ろ

：ぅ
<,
し

か

し

こ

の

利

潤

率
 

の
傾
向
的
低
落
と
、
.灌
積
量
の
増
大•)

利
潤
量
©.
傲
大
と
：は
ノ
因
_

係
に
.知
る
1
0.
0
事
柄
で
は
な
ぃ
。パ
法
則
の
内
容
規
免
と
^
^

な
：る
関
連
を
も
ら
て

^:
用
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
と
へ
は
、
明
ら
が
に
区
別
.す
べ
き

こ
-と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

.
‘

,

ン

.

?

-

右

の

と

と

き

解

釈

.に

た

つ」

な

ら

ば

、
.
資

本

蓄

稹

論

•
恐

慌

論
に
：お

い

て

も

、

利

潤

率

の

傾

向

的

低

落

の

問

題

と

、
：

「

実

現」

の

麗

. 

第
十
五
章
の
問
題
と
は
、
：ま
ず
区
'^

し
て
、.
.

そ
れ
ぞ
れ
.

の
位
置
づ
け
を
考
え
る
.

べ
き
で
S

#•

来
、

恐
慌
論
に
お
いV

 

は
、
第
三
部
第
一l

l

篤

「

養
率
の
傾
向
的
低
落
法
則」

の
位
置
づ
け
と̂

て
、第
十
：三
"

第
十
五
章
が
総
括
跫
扱
わ
れ
^

 

か
る
こ
と
は
以
上
の
：考
察
か
ら
み
て
、'

困
難
で
.

は
な
か
ろ
う
.

か
。

,.
,

.:
4

 

v

'

>

u

u

;

p

'

も
っ
と.
も
、
利
潤
f

:
傾
向
的
低
落
の
問
題
と
、：
第
ヤ
五
拿
の
問
題
と
ほ
、：

根
本
的
に
は
共
通
し
た
矛
盾
と
し
て
把
え
ら
れ
う
る
面
を
も
つ
と

い

.う

I

認

认
 

い
。t

ル
ク
ス
は
、
I

制

農

に

.お
け
る
生
産
力
の
発
展
が
I

増
大
を
目
的
に
行
わ
れ
：I

こ
の
生
産
力
の
発
展
證 

k

し

て

、ハ

巧

百
的P

あ
.る
ボ

肇
が
低
落

S

る
を
え
な
い
.と
い
I

で
、
す
べ
5
 

い
た
ょ
う
i

わ
会

。
利
潤
忠 

に

ょ

る

生

産

の

制

限

把

関

連

し

て

：、

「

資

本

制

生

産様
式
が
生
産
諸
力

の
.発
展

に'お：
¥

.

j

」

と
い
い
、.
そ
こ
に
、「

資
本
制
的
農
は
絶
対
的
な
生
産
様
式
で
は
f

、：：一
:
1

史
的
な
.

：•.
物
質
的
生
産
諸
条
件
の
特
定
の
.

制
I

.

れ

た

発

展

時

代

に
 

i M

応
す
る
•

生
産
様
式
に
：す
ぎ
f

い
う
、
資
本
制
的
生
産
の
制
限
”

そ

の

着

」

が
し
：め
さ
れ
て
い
I

い
う
の
は
、(

本
稿
一
一
一
四
頁

)

利
潤
率
の
傾
向
的
K

 

'

落
の
問
題
に
も
、
第
十
五
章
の
問
題
，に
も
、
共
通
し

'

て
0

こ
；
と.で'
あ
ろ：
_
，

^

そ

し

て

こ

ー

こ

に

も

ま

た

、

.第
十
五
章
に
お
い
て
、
|

率
の
傾
向
的
低
落
の
問
篇
と
、
第

+

^
章

固

有

の

諸

問

題

と

：が

_

し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
原
因
0
:
一

つ
が
あ
つ
た
0

.

ノ

か

t

こ
の
ょ
ぅ
な
矛
盾
の
本
質
6
典
通
性
は
認
め
ら
れ
る
が
' 

.
し
か
し
な
が
ら
、.
以
上
で
•し
ば
し
ば
強
調
し
た
ご
と
く
、
.第
十
五
章
の
諸
問
題
.

H
、

 ̂

J

の
.顧
向
的
低
落
の
.問
題
と
直
接
結
び
つ
け
ら
れ
.る
べ

き

も

の

で

は

な
U

に

区

別

す

：べ

き

も

の

と

思

わ

れ

る

V

■

:

,

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.
:
: 

.......
 

-

も

っ

と

も’
，
序

説

の

最

後

に

前

も

っ

て

：断

っ

た

ご

と

く

、
本

稿

の

考

察

は

、

；：

第

千

五

章

の

；間

題

の

.把

え

方

に

限

定

さ

：
れ

て

お

り

、

し

た

が

(

 

て

一

本

稿

で

は

第
S

章

の

：問

題

が

、
-,
1「

利p

率

：の

歸

的

低

則
^

^

^

^と

直

掇

結

び

爆

ら

れ

：る

べ

き

で

は

寒

と

^'

ぅ

こ

と

を

指

摘

す

る

^
 

と

ど

ま"
っ
て
い
一
る
，。
：そ

れ

|

、
：ン
_

五
：
章

の

問

題

と

で

:

生

產

力

の|

資

木

制

生

産

の.

「

I

I

の

麗」

,
.

/

 

.三

九

：
a

l

:



へ
く
わ
し
く
検
討
し
、::
/

資
本
蓄
積
.

論

，：恐
.

慌

論

に

-お

い

て

第

*.
'

.

范
章
の
問
題
.

を
位
置
づ
：け
る
仕
事
を
す
す
め
る̂

と
%

に
、.

他
方
で
は
、■:

利
潤
率
の

傾
向
灼
S

落
法
則
.

の̂

用

を

よ

り

具

体

的

に

把

：％

:

.

ぞ
れ
が
產
業
循
環
0

運

動

の

，
な
'^

い

か.
に

つ

ら

ぬ

か

；れ
る
の
，
か

を

-#
え
て
V
く
こ
と
に
よ
，

. 

.

.

. 

.

■
 

■ 

■ 

-
' 

■ 

. 

, 

.

■

;

■

っ
て
、
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
0

(

注
1)

；
資
本
論

X
塞

一

部

三

五4
:，
'三

七

五

貢-:
°

(

3

)

，

づ

ぎ

に

、
.
本

稿

第

 

一
：
ニ
ー
.

節
の
考
察
は
、
第
十
五
章
の
主
題
を
、：「

生
産
諸
力
の
無
制
限
的
発
展」

，と
利
潤
増
大
の
た
め
の
諸
条
件
と 

の
贫
立
•

'

矛
.

管
と
し
て
把
え
る
、、へ
き
こ
.
.と
を
明
ら
か
.

に
す
る
.

こ
と
.

を
通
じ
■

て
、.
第
十
3£

章
の
分
析
が
.

：
.

そ

れ

に

先

だ

：

.

つ.
；『

資
本
論』

.

.

.の
種
'々 

の.
■
^

 

析
を
基
礎
と
し
、.
そ
れ
ら
の
一
応
の
総
括
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
-

と
を
示
唆
し
で

.

い
る
。

(

一
応
の
総
括
と
い
う
の
は
、
利
潤
の
諸
範
疇
へ
の 

分
割
’

資
本
の
具
体
的
諸
形
賴
の
分
析
に
先
龙
っ
そ
の
総
括
と
い
う
意
味
で
あ
る
。)

資
本
の「

本
性
-

が
無
制
限
な
価
値
増
殖
に
あ
る
こ
と
、
か
か
る
資
本
の「

本
性」

.

の

「

現
象」

た

る「

競
争」

の
も
と
で
、
労
働
者
の
搾
取 

に
も
と
づ
く
生
産
カ
の
発
展
‘

資
本
蓄
積
が
お
し
す
す
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
一
こ
れ
は
、

マ'
ル
タ
：ス
が
資
本
主
義
生
産
の
資
本
の
運
動
の
基
調

.
を

な

す

も

の

と

し

て
、
.
.

『

資

本

論

』

:
を

つ

ら

ぬ

い

て.■強

調

し

たと
こ

ろ

の

も

の

で

あ

る

。

:(

こ
の
点
ぼ

，

第
十
五
章
の
諸
論
及
を
，『

資
本
論』

の
諸
分
析

.

. 

.

.

.

. 

' 

■ 

. 

. 

■、.

.

■■
,
. 

.

.

を
参
照
し
な
が
ら
，
整
理
し
た
本
稿
第
1

節
後
半
の
分
析
で
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。)

:'
:

.

.

.

他
方
、
か
か
.

る
生
産
力
の
発
展
•

資
本
蓄
積
の
増
進
の
も
と
で「
社
会
の
消
費
力」

が
狭
隘
な
枠
内
に
限
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は
第
一

部
第
六
篇
•
第
七
篇
の
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
？)
'

じ
、
■

こ

の

大

衆

：の

狭
K

な
消
費
力
に
よ
っ
て「

実
現
の
諸
条i

」

が
規
制
さ
れ
る
と
V

う

事
情
は
、
第

r

一
部
第
三
篇
に
：お
い

V

一
応
基
本
的
に
は
し
め
さ
れ
て
い
る
。

-

'

あ
る
い
は
、
生
産
カ
の
発
展
の
：も
と
で
の
，/

資
本
価
値
の
破
壊」

と
'

そ
れ
が
個
別
資
本
，.
ひ
.

い
て
は
社
会
的
総
資
本
の
.

循
環
に
.

攪
乱
•
破
壊
を 

も
た
ら
し
て
い
く
と
い

う

問
題
も
'

第

：ニ

部

第

一

篇
•

第
三
篇
：の
.分
析
を
基
礎
に
し
で
提
起
さ
加
え
た
も
の
で
あ

り

、

第
三
部
第
一
篇
第
六
章
で 

は
、
す
で
^

そ
の
か
な
り
た
ち
い
つ
た
分
析
が
み
ち
汍
る
。

:

第

三

部

第

十

五

章

：で
は
、

'

第
三
部
第

1
.

篇
.「

剩
余
価
俥
の
利
潤
へ
の
転
形」

、
.

第
ー
ー
篇
';「

利
濶
の
.

平
均
利
潤
"

へ
の
転
形」

：
と
い
ぅ
論
理
の
：展
開 

に
対
応
-L

て
、
へ
ず
で
に
.

明
ら
か
に
ざ
れ
た
-»

本
0-

連
動
の
諸
傾
向

•

諸
問
題
が
、
於

L

かか抓靜をガかかか

6

!|
'

知
#> 

の
破
壊
、
_

利
渡
率
の
下
落
に
よ
る
4

1

産
の
.

制
限
、
膨
«'

ど
^:

て
把
え
ら
れ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、

. 

一；p

の
総
括
を
与
え
ら
：れ
、
矛
菅
の
現
実
的
運
動 

分
析
べ
の
二
接
近
が
な
さ
れ
た
も
：の
1

解
釈
さ
れ
る
。
..
'

"

i

.

.

'%
'0

ど
も
、,.
.

未
完
成
の
韋
稿
で
あ
る
第
卡
五
章̂

は
：、;.:
'

第
十
五
章
0:

分
析
が
へ『

資
本
論』

，の
諸
ダ

充

実

が

み

，ら

れ

る

わ

け

で

は

な

，
：い
：

.

の

で

あ0
.

て

、

第

十

五

章

以

_

の

分

析

^'

参

照

しp

ぼ

じ

：め

：て

殖

解

さ

：れ

る

ょ

K

な
.不

充

分

な

叙

述

も

少

な

く 

な
V

 

.

キ
れ
ゆ
え
、第
十
五
章
0

問

題

を

、
本

稿

で

；し

め

し

た

.ょ

ぅ

に

把

え

た

ぅ

え

^

『

資

本

論』

；0 :
#

^
の
分

析

を

考

察
! .

、
：『

資

本

論』

体

系 

の

総
括
とt

て

ど
:̂

ま
で
：問

題

の

：

^

を
ふ
か
.

め
る
こ
‘

が
^

奢

る

の

；
.

が
.

を
檢̂

し
、，.
第

十

五

章

の

叙

述

を

絕

1|
'

‘

.撕
务̂

さ
れ
.

グ一
..'.

つ.
の
課
題
と
い
.
.
.わ
.

ね
へ
は_
な

ち

な
.1
'

;

ン
そ
の
#

合
'
 

本

稿

節
'̂

そ
の
：基
.

礎
と
：.し
て
童
要
な
意
味
を
.

も
■

つ
で
あ
ろ
；ぅ

こ

と

.は

本

論

の

考

察 

か

ら

明

ら

か

：で

あ

ろ

う

。

.

.

'

v

_
 

-

'■
:

も
ち
ろ
ん
"

十
五
章
め
諸
問
題
‘

諸
；畫

の

分
析
に
つ
'

い
そ
：は
::
'

羲

本

論

，

：の

一：
.

応

：
の

総

括

と

し

て

の

、
内

容

の

：
：

整

理
，補
完
と
い
ぅ
仕
事 

と

と

も

に

レ
ま
.

一.
つ
，
.

さ
ら
.

に
重
要
な
_も
の
.

と
し
て
、『

賢
'̂
'̂』

o'
5A
.
nm
I
'
.«'
'̂

m>
^

n

こ
れ
ら
の
諸
問
題
.-
.

諸
矛
磨
を
分
析
し
て
い
く 

;

と
ー
い.
う
仕
事
が
残
さ
れ̂
:

い
る
。

：：
v
;

 

V
.
.
.
.
-
'
- 

'

.

『

資
本
論』

：：0
1

応

め

：：総

括

と

1.〖

て

の

第

十

五

章

で
"

は
、
：
::

競
争
の
も
と
で
生
：雾

の
«.
'

.

#

,

資

本

蓄

積

：の
：：
相

互

促

進

的

発

展

が

刺

戟

•
強

制

さ 

一
れ
てV
 

く
過
程
に
お
いV

、
：

こ
の
発
展
が
、
.

「

実

現

-の

諸

条

件

」

，「

資

本

偭

値0'.
維
持
.

：.
靡
殖
：の
諸
条
件」

.

；
と
対
：立
；じ
、

.

：
生
產
の
，制

限

.
_
破

壞

を 

こ

ぅ

む

ら

ざ

る
.

を
得
な
い
と
.

い
.

ぅ
事
倩
は〕

，応
明
ら
紅
に
：七
め
さ
れ
る
。':
,

し
.
か
し
：な 

「

競
争」

. 

の
：も
と
で
の
諸
資
本
の
運
動
.

•

対

.立

の

具

体

的

分

析

や

、
、

.

.あ

る

；

い
：：

は
.「

競

争」

の
'

も
と
：
で

す

す

'む

資

本

蓄

積

の

発

展

過

程

が

產

業

盾

環

と

い

ぅ

孩 

.

生
産
力
の
発
展
と
資
本
带
生
産
の
，

「

内
的
諸
矛
盾
，の
開
展

J
.

.

:

\

:

:

v

:

四

一

(

三」

、
一

)



態
を
と
る
こ
と
に
か
ん
す
る
分
析
は
，
分
析
対
象
と
は
な
.

り
え
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
ら
て
，「

実
現」

の
問
題
等
•

第
十
五
章
の
諸
問
題
が
、
 

諸
资
木
間
の「

競
命」

の
も
と
で
、
い
か
众
，る
具
体
的
形
態
を
と
る
の
か
.

と
い
う
こ
と
の
た
ち
い
っ
た
分
析
も
、
.

さ
ら
に
は
ま
た
、
現
実
の
産
業 

循
環
の
速
勋
の
も
と
で
い
か
な
る
形
態
を
と
る
の
か
と
い
-

う
こ
と
も
、『

資
本
論』

を
こ
え
た
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
るV

,-

.後
者
0

:点
ば
:̂

賽

隊

：
_

&

_

.
:.
;
'
'
-
:
:
^.

で

ビ

指

摘

も

た

あ

論

：；

(

囊

:-

件

1
:
:ネ

の
：
^

；

>

 

§
.
:

 

(
1

產
(1
)

の
：問_
;

:

が
：：な
^

、:!
''
:

|

^

ふ

期

間̂

极

潜

法

的

：に

累

積

$

^

う
形
態
を
と
っ
て
爆
発
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
か
と
い
う
問
題
、
•

さ
ら
に
は「

資
本
価
値
の
破
壊」

，
と
そ
れ
に
よ
る
再
生
産
の
携
乱
の
問
題
⑵
や
、
 

小

資

本

め

自

立

性

：の

奮

：の
：間

題

(3
)

が
>

:

^
(0
:

過
程
セ
^
定

と
で
あ
る
。
 

,

'

.

:
:

そ
れ
f

兄
、V
第
十
五
章
の
.

諸
問
題
‘

諸
矛
盾
を
，/
現

実

の

：競

争

に
^

と

は

、『

1

論』

；
：：
を

と

克

た

*

き
わ
め
て
重
要
な
仕
事
の
ー
つ
.

で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

'
*
. 

' 

• 

. 

. 

.

.

.

.

.

..
' 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

へ

な

お

、

：右
..

の

分

析

と

_

連

し

：て

法

黨

4

:
て

：お

き

た

い

|

と

：は

、

.

^
1

時
期
を
の
ぞ
け
ば
1

b
え
ず
現
実
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
.も
ち
ろ
ん
、

再
生
産
機
構
が
全
面
的
に
搅
乱
•

破
壞
さ
れ
る
恐
慌
期
を
の
.

ぞ
け
ば

、

「

実
へ 

現
：！

め
問
題
^
、〈「

資

本

価

値

の

破

壊
-̂
と
そ
れ
に
よ
る
苒
生
產
の
提
乱
ト
馨
の
問
題
ん
ノ
-
部
の
資
本
め
播
分
的
損
失
あ
る
い
^

の
攪
乱
‘
i

r
と
ど
.ま
り
、
こ
れ
ら
ば
価
格
メ
力
.
“！ズ
ム
に
よ
る
生
產
の
調
節
♦社
会
的
再
生
産
0
編

成

替

え

を

：
通

じ

て

解

決

さ

れ

で

：
い

く

で

'あ
ろ
う
。
..し
か
し 

^
か
ら
、
生
.產
0
制

限

*
破
壊
が
1
た
と
え
、

一
時
的
*
部
分
的
な
%■
の
.で
あ
り
、
.価
格
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
レ
づ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
な 

る
商
品
生
産
上
ハ
般
に
み
ら
加
る
濡
給
め
不
プ
致
-
商
品
生
産
ナ
般
に
ル

は
、
あ
く
1
で
も
、
■■
'資
本
制
生
産

(1
1'

有
め
生
産
諸
カ
の
：無
制
限
的
発
展
'の
も
と
^
、
,'
;
.こ
め
.生
產
諸
カ
の
発
展
が
利
潤
増
大
の
た
め
の
蕭
条
件
.と
対
立
> 
矛
盾
し
た 

も
：の
と
し
て
把
え
ら
れ
る
べ
き
も
：の
で
あ
っ
で
.，
そ
こ
に
：お
い
_て
ま
ず
社
会
の
生
産
カ
の
発
昆
が
制
限
：さ
れ
；
：生
產
カ
の
浪
費
.が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う 

.
矛

盾(

本
稿
<ニ
節
で
み
て
き
.た
矛
盾)

を
確
認
す
、、へ：き
で
あ
.る
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
：よ
う
な
、，
部
分
的
.
r
l
.
時
的
な
生
産
の
制
限
，
破
壊
の
も
と
で
、
諸
資
本 

間
の
対
立——

損
失
，.の
転
嫁
‘.1

部

資

本

の

，
破

滅

•
集

中

等

——

が
進
展
す
る
の
で
あ
る
.。
し
.か
も
こ(
：の
：ょ

ぅ

：な

生

産

の

制

限

'-
破

壊

に

ょ

.る

損

失

は

っ

ね

に

労

働
者
の
供
に
転
嫁
.さ
れ
労
働
者
の
労
働
諸
条
件

*
生

活

諸

条

件

を

不

安

定

ぎ

わ

：ま

り

な

■い
も
の
：と
し
て
い
く
の
で
.あ
る
か
ら
、
か
か
る
部
分
的
，
一
時
ぬ
な
諸 

矛
盾
の
.発
現
を
軽
視
.す
る
こ
と
は
許
さ
水
1
ぃ
。
か
か
る
部
分
的
•一.

時
的
な
諸
矛
盾
の
発
現
.
そ

.€
>
調

整

：
：
：
を

艺
^

4
ぐ

念

べ

、
産
業
循
環
の
運
動
が 

行
わ
れ
て
ぃ
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
雲
本
間
の
競
和
か

■た
か

い

か

家&

に
も
と
づ
ぃ
て
' 
諸
問
題
，
諸
矛
盾
の
か
ぎ
か
蒙
を
ょ
り
具
昧
的
に
考
察 

す
る
仕
事
は
’
へ
產
業
循
環
に
お
け
右
諸
問
題
の
考
察
の
基
奶
と
し
^

不
可
欠
の
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
^-
ぃ
。；

..:

従

来

の

再

生

産

論•

恐

慌

^
研

究

で

は

恐

慌

の

.必
然

性

の

論

証

.に

中

心

：
が

お

：
か

れ

る

知

免

り

、
.

『

資

本

論

』

-

で

分

析

さ

れ

.た

諸

問

題

，
諸

矛

盾

は

"

も

つ

ぱ
 

ら

麗

の

必

然

性

に

お

ぃ

て

ぃ

か
.
に

位

置

づ

け

る

.か
と
ぃ
ぅ
点

か

ら

問

題

に

さ
れ
て
き
た
ょ
ぅ
.

に
思
わ
れ
る
。
.
第

十

肇
 

あ

る

の

で

と

の

点

と

べ

に

補

足

し

て

お

き

た

い

。

；
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